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■事業の趣旨

新型コロナウイルス感染拡大による入国制限等の影響により、我が国に入国できない外国人留学生が増加の一途を辿っている。令和

３年11月からの水際対策に係る新たな措置により段階的に外国人留学生の受入れが開始されたものの、オミクロン株の影響もあって、

外国人の入国制限措置が継続されている状況にある。

コロナ禍でオンライン教育は増えてきているものの、各機関の取り組みは区々であり、質の高い日本語教育をオンライン環境において実

現することは必要不可欠と考え、本事業は、入国が困難な外国人留学生への日本語教育環境を構築するため、オンラインを活用した

日本語教育を実証することで、ウィズコロナにおける持続的な日本語教育のあり方を検討する。

■事業の目的

①日本語教育のインフラを崩壊させないよう、日本語教育機関および教師の支援

②待機留学生が日本への留学を諦めないよう、モチベーションを高め維持する

③日本の魅力発信・留学モチベーションの訴求により、将来の見込み留学生の開拓

⇒これらの目的を達成できるような「質の高い日本語教育」を、オンラインを活用して実証し、ウィズ/アフターコロナにおける持続的な

日本語教育のあり方を検討する。

◆実施業務

・事業全体の実施及び報告会の開催

・日本語教師研修

・オンライン教材の提供

・機材レンタルの提供

・動画教材の開発

・姫路城ＶＲ映像を活用したオンライン課外学習教材の提供

・日本語教育機関の公募、審査、選定、精算業務
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◆事業全般監修、指導
◆事業連携、公募等の協力

一般社団法人
全国日本語学校連合会様

・

日本語教育有識者

◆報告・分析に対するアドバイス

・

日本語教育機関

◆実証事業の実施

グローバルビジネス局

◆事業全体統括、進捗管理、予算管理 ◆文化庁様との連絡調整
◆JaLSA様との連携 ◆有識者との連携
◆報告書集約・作成

実証事業事務局

◆日本語教育機関からの問い合わせ対応
◆申請書・報告書の作成サポート
◆自主事業（教材、レンタル機材等）の申込受付・手配
◆実証事業の審査・選定
◆実証事業費の精算用資料作成・手配

コミュニケーション
プランニング局

◆調査、分析

プロモーション局

◆説明会、報告会等の
企画～運営全般

インタラクティブ
コミュニケーション局

◆HP関連業務

クリエイティブ局

◆動画教材開発

経理グループ

◆日本語教育機関等
への支払業務
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オンライン教材の提供

日本語教師研修

事業全体の実施及び
報告会の開催

準備・実施

機材レンタル

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和4年 令和5年

10/31 中間報告会
1/23 最終報告会

2/13 外部評価委員会

【基礎編】
6/24、7/1

【理論編】
7/16

【実践編】
7/22・29、8/6・20

【特別講演】
9/17

準備 利用期間

準備 利用期間

動画教材の開発

制作期間

利用期間
（遊べる 学べる東京、トラベル 学べる箱根）

利用期間
（遊べる 学べる大阪、トラベル

学べる京都）

姫路城VR映像を活用した
オンライン課外学習教材の提供

制作期間 利用期間

日本語教育機関の
公募、審査、選定、精算

公募、審査、選定、再委託契約

実証事業実施

精算書類の審査・支払い
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⑬オンデマンド型

進学 就職 一般 進学 就職 一般 進学 就職 一般 進学 就職 一般

①話す（やりとり） 31 3 5 12 3 5 9 0 14 0 0 3

②話す（発表） 31 3 5 12 3 5 9 0 14 0 0 3

③聞く 31 3 5 12 3 5 9 0 14 0 0 3

④読む 31 3 5 12 3 5 9 0 14 0 0 3

⑤書く 25 3 5 11 3 5 9 0 13 0 0 2

⑥日本事情・日本理解 5 1 1 1 0 2 2 0 1 0 0 0

⑦その他 0 1 0 2 3 1 0 0 10 0 0 1

①話す（やりとり） 19 5 7 12 1 6 5 1 3 0 0 1

②話す（発表） 19 5 7 12 1 6 5 1 3 0 0 1

③聞く 19 5 7 12 1 6 5 1 3 0 0 1

④読む 19 5 7 12 1 6 5 1 3 0 0 1

⑤書く 16 4 2 12 1 5 5 1 2 0 0 1

⑥日本事情・日本理解 2 2 3 0 0 2 1 1 1 0 0 0

⑦その他 1 3 2 2 1 2 0 1 2 0 0 0

①話す（やりとり） 11 4 7 3 1 0 3 0 2 0 0 0

②話す（発表） 11 4 7 3 1 0 3 0 2 0 0 0

③聞く 11 3 7 3 1 0 3 0 2 0 0 0

④読む 11 4 6 3 1 0 3 0 2 0 0 0

⑤書く 7 3 4 2 0 0 3 0 1 0 0 0

⑥日本事情・日本理解 4 3 6 3 0 0 0 0 1 0 0 0

⑦その他 0 3 3 0 1 0 0 0 2 0 0 0

①話す（やりとり） 10 3 5 1 2 1 0 0 1 0 0 0

②話す（発表） 10 3 5 1 2 1 0 0 1 0 0 0

③聞く 10 3 4 1 2 1 0 0 1 0 0 0

④読む 10 3 5 1 2 1 0 0 1 0 0 0

⑤書く 8 2 4 0 0 0 0 0 1 0 0 0

⑥日本事情・日本理解 5 1 4 1 0 0 0 0 1 0 0 0

⑦その他 1 0 2 0 2 0 0 0 1 0 0 0

①話す（やりとり） 5 1 3 4 1 1 0 0 0 0 0 0

②話す（発表） 5 1 3 4 1 1 0 0 0 0 0 0

③聞く 5 1 3 4 1 1 0 0 0 0 0 0

④読む 5 1 3 4 1 1 0 0 0 0 0 0

⑤書く 4 1 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥日本事情・日本理解 3 1 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0

⑦その他 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑭ハイフレックス型
レベル 言語活動

⑪オンライン（双方向）のみ ⑫ハイブリッド型

A1

A2

B1

B2

C
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学校名

1 Aoyama Hope Academy 18 行知学園第二付属日本語学校

2 新白河国際教育学院 19 市川日本語学院

3 JCL外国語学院 20 日本語学校活学書院

4 平成国際アカデミー 21 アジアンインターナショナル

5 JCLI日本語学校 22 早稲田進学館中野校

6 さきたま国際学院 23 河原学園河原電子ビジネス専門学校

7 名古屋YWCA学院日本語学校 24 フジ学園専門学校ITカレッジ沖縄

8 東京外語教育学院 25 あさひ日本語学校

9 翰林日本語学院 26 学校法人 弘堂国際学園

10 ファーストスタディ日本語学校大阪本校 27 明晴国際学院

11 神戸外語教育学院 28 東京コスモ学園

12 神戸YMCA学院専門学校日本語学科 29 城東日本語学校

13 東京王子外国語学院株式会社 30 東京国際知識学院

14 仙台ランゲージスクール日本語科 31 東大阪みらい日本語学校

15 新日本学院 32 新東方日本語学校東京本校

16 東京日語学院 33 新亜国際語言学院

17 行知学園日本語学校
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実施背景

概要

待機留学生が日本への留学を諦めないよう、自国でも受けられる授業とは異なるオンライン授業を設定
することに加え、将来の日本語教育のバリエーションの拡大を図ることが必要。

特徴

①教科書の定型句ではなく、映像を通じた疑似体験を通じて、実際にそこで使われる生きた日本語・日本文化を学べる。
★「最新技術」と「伝統文化」という２つの観点から選ばれた、関東と関西の観光スポットを疑似体験することにより、

日本語、日本文化を学ぶことができる。
★観光スポットを巡るのは学習者と同じ世代の留学生なので、学習者は共感をもちながら学習に取り組むことができる。

これまでの教科書中心の授業とは異なる興味喚起、留学のモチベーションアップ、学習の質向上を図るための
動画教材を開発。

②日本国内の観光スポット巡りを疑似体験することにより、豊かで楽しい日本語学習を目指す。
★観光スポット紹介パートには簡単な日本語解説がついており、日本文化理解や授業の導入素材として利用できる。
★観光スポットで展開するのは、出演者（留学生）がその場で感じたことを感じたままに口に出した自然な日本語であり、

そこには従来の日本語教科書にはない、自然な日本語表現が豊かにあらわれる。

③留学生が観光スポットで交わした日本語会話を通じて、五つの言語活動を学べるようになっている。
※「五つの言語活動」とは，『日本語教育の参照枠 報告』（文化審議会国語分科会、令和３年10月12日）の中で示された「聞く」 「読む」

「話す (やり取り)」 「話す (発表)」 「書く」を指しています。

④自然な日本語表現を授業にとりいれるための副教材・教師用指導書が備わっており、 教師の授業準備をサポートする
内容になっている。
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動画教材の構成

「東京」「箱根」「大阪」「京都」のエリアごとに３つのスポットを紹介する動画を制作し、それぞれに「副教材」「教師用指導書」
を用意。
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教師用指導書

副教材

参考資料 翻訳

▶ナレーション音声、会話のテキスト文
▶学習項目
▶学習項目に焦点をあてた授業活動例
▶ポイント
▶五技能に焦点をあてた授業活動例

▶ナレーション音声、会話のテキスト文スライド
（フリガナ有、フリガナなしの2パターン）

▶英語、中国語、ベトナム語、ロシア語

動画

動画教材の構成

2-1. 自主事業で活用した教材・ツール ①動画教材の開発 「遊べる学べる日本語」「トラベル学べる日本語」
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動画教材一覧

トラベル 学べる 箱根遊べる 学べる 東京 遊べる 学べる 大阪 トラベル 学べる 京都

チームラボプラネッツTOKYO篇(4:17)

未来日本酒店篇(6:00)

サイバースペース渋谷篇(4:33)

箱根神社篇(5:16)

箱根小涌園天悠篇(4:45)

鯛ごはん懐石 瓔珞篇(5:06)

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン篇(5:04)

COLONY by eqi篇(4:27)

梅田スカイビル篇(5:09)

ぎをん 錦篇(4:36)

亀屋良長篇(5:14)

源光庵篇(5:11)
ようらく
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動画構成例-トラベル 学べる 箱根 鯛ごはん懐石 瓔珞篇- 【時間】4:36

１分程度のナレーションと二つの日本語の会話パートで構成されている。ナレーションでは、その施設の特徴や背景が、プロのアナウン
サーによる音声で説明されている。続く日本語会話は、そのスポットを訪れた留学生や施設の人たちによる会話となっている。

ようらく
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動画構成例-トラベル 学べる 箱根 鯛ごはん懐石 瓔珞篇-
ようらく
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動画構成例-トラベル 学べる 箱根 鯛ごはん懐石 瓔珞篇-
ようらく
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補助資料ー教師用指導書（例）ー

監修：小林ミナ（早稲田大学大学院日本語教育研究科）
著者：岸根彩子・寺浦久仁香・長田梨菜
作業協力者：金正民・神美妃・竹上順子・陶書原
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補助資料ー教師用指導書（例）ー
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補助資料ー教師用指導書（例）ー
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補助資料ー教師用指導書（例）ー
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補助資料ー教師用指導書（例）ー
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補助資料ー教師用指導書（例）ー
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補助資料ー教師用指導書（例）ー
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補助資料ー教師用指導書（例）ー
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補助資料ー副教材（例）ー
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検証（学習者アンケート）

Q14．動画教材 「遊べる 学べる」 を使った授業を受けましたか。
Q15．前問（Q14）でお答えいただいた動画教材 「遊べる 学べる」は「日本語学習」と「日本理解」の役に立ちましたか。「日本語学習」と「日本理解」についてそれぞれお答えください。

◆受講率 ◆役立ち度：受講者ベース（n=455）

【日本語学習】 【日本理解】全体（n=1230）

 動画教材『遊べる 学べる』を使った授業の受講率は37.0％。
受講者の役立ち度（役に立った＋やや役に立った）は【日本語学習】【日本理解】とも95％を超え、「役にたった」は80％近い。
• 受講率はB1で高い。
• 役立ち度は【日本語学習】【日本理解】とも、ハイブリッド（教室で参加）で「やや役に立った」が全体と比較してそれぞれ高い。

また、目的では【日本語学習】【日本理解】とも、就職で「役に立った」がやや高い。
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検証（学習者アンケート）

26

Q16．動画教材 「トラベル 学べる」 を使った授業を受けましたか。
Q17．前問（Q16）でお答えいただいた動画教材 「トラベル！まなべる！編」は「日本語学習」と「日本理解」の役に立ちましたか。「日本語学習」と「日本理解」についてそれぞれお答えください。

 動画教材『トラベル 学べる』を使った授業の受講率は34.6％。
受講者の役立ち度（役に立った＋やや役に立った）は【日本語学習】【日本理解】とも95％を超え、「役に立った」は75％。
• 受講率はB1で高い。
• 役立ち度は【日本語学習】【日本理解】とも、ハイブリッド（教室で参加）で「やや役に立った」、【日本理解】についてはハイブリッド（オンラインで参加）で
「役にたった」が全体と比較してそれぞれ高い。また、目的では【日本語学習理解】【日本理解】とも、就職で「役に立った」が高い。

◆受講有無 ◆役立ち度：受講者ベース（n=426）

【日本語学習】 【日本理解】全体（n=1230）
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  全  体 1230 34.6 65.4 426 74.9 21.4 3.5 0.2 - 96.2 0.2 426 74.6 23.5 1.4 - 0.5 98.1 0.5
A1 578 33.0 67.0 191 71.7 24.1 3.7 0.5 - 95.8 0.5 191 69.6 29.8 0.5 - - 99.5 -
A2 392 37.8 62.2 148 75.7 22.3 2.0 - - 98.0 - 148 76.4 21.6 2.0 - - 98.0 -
B1 117 46.2 53.8 54 79.6 16.7 3.7 - - 96.3 - 54 81.5 16.7 - - 1.9 98.1 1.9
B2 77 22.1 77.9 17 70.6 17.6 11.8 - - 88.2 - 17 82.4 11.8 5.9 - - 94.1 -
C 66 24.2 75.8 16 93.8 - 6.3 - - 93.8 - 16 87.5 - 6.3 - 6.3 87.5 6.3
オンラインのみ 567 40.6 59.4 230 78.3 17.8 3.9 - - 96.1 - 230 77.8 20.0 1.3 - 0.9 97.8 0.9
ハイブリッド計 477 31.0 69.0 148 68.9 29.7 0.7 0.7 - 98.6 0.7 148 69.6 29.1 1.4 - - 98.6 -
｜ハイブリッド（教室で参加） 254 24.4 75.6 62 48.4 48.4 1.6 1.6 - 96.8 1.6 62 48.4 48.4 3.2 - - 96.8 -
｜ハイブリッド（オンラインで参加） 223 38.6 61.4 86 83.7 16.3 - - - 100.0 - 86 84.9 15.1 - - - 100.0 -
オンデマンド 154 27.3 72.7 42 81.0 7.1 11.9 - - 88.1 - 42 78.6 19.0 2.4 - - 97.6 -
ハイフレックス計 32 18.8 81.3 6 50.0 50.0 - - - 100.0 - 6 50.0 50.0 - - - 100.0 -
｜ハイフレックス（教室で参加） 26 15.4 84.6 4 50.0 50.0 - - - 100.0 - 4 50.0 50.0 - - - 100.0 -
｜ハイフレックス（オンラインで参加） 6 33.3 66.7 2 50.0 50.0 - - - 100.0 - 2 50.0 50.0 - - - 100.0 -
進学 821 34.3 65.7 282 72.0 25.2 2.5 0.4 - 97.2 0.4 282 71.3 26.2 1.8 - 0.7 97.5 0.7
就職 151 44.4 55.6 67 89.6 9.0 1.5 - - 98.5 - 67 94.0 4.5 1.5 - - 98.5 -
一般 258 29.8 70.2 77 72.7 18.2 9.1 - - 90.9 - 77 70.1 29.9 - - - 100.0 -

n=30以上について、全体より■＋10ポイント、■+5ポイント、■-5ポイント、■-10ポイント
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◆スタイル ◆目的 ◆レベル ◆評価

 動画教材『遊べる 学べる/トラベル 学べる』を使った学校は11校、27コース。
日本語教育機関の役立ち度（役に立った＋やや役に立った）は94％、「役に立った」は70％近い。「役に立たたなかった」は無かった。
• スタイルではオンラインが半分以上（52％）を占めた。目的別では進学が60％近い。
• レベルはＡ2が半分近く（44％）を占め、Ａ1と合わせると70％を超える。

考察

検証（日本語教育機関アンケート）

・外国人の目線でﾚﾎﾟｰﾄする視覚教材は、あまり多くないので、大変助かった。どの教材も学生の興味をひく内容で、日本文化を学ぶのに大変役立った。
・学習者から、「日本への留学のイメージがより明確になり、日本語学習に対するモチベーションが上がった」などの感想があった、「登場人物が留学生なので、
親近感を持った」などの感想があった。

・Cのレベルのクラスでは動画教材を使用してかなりレベルの高い授業を行った。初級レベルのクラスでは、翻訳版のスクリプトを併用するなど工夫した。

自由回答（感想・ご意見等） ※一部抜粋

・外国人目線に立ち、観光コンテンツを取り入れることにより、日本語を学習することのみならず、日本への留学モチベーションが高まることが考えられる。
・工夫をすることにより、学習者の日本語レベルに合わせて、A1からCレベルまで使用することができた。
・海外に居ながら日本各地の地域の勉強や日本文化について授業の中で学ぶことができ、日本留学の大きな動機付けとなったと言える。また、留学（来日）後も、郊
外学習に行かなくても貴重な文化体験ができると考えられる。これまでのリアルだけの授業では得ることができない、オンラインならでは明らかなメリットであることが実証で
きた。

・今回の動画教材は本実証事業の参加校用に作成したが、実証期間を含めた2年間は利用可能なため、要望があれば個別に対応していきたい。
また、この期間以降の利用は、著作権は弊社にあるが各種権利の関係上、制約または費用が発生する場合もあるが、個別に対応しながら利用していきたい。
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・動画教材『トラベル 学べる 日本語』 を使った授業について，受講者の「役に立った」という回答は74.9%であり，「やや役に立った」とあわせると96.3％となる。同

様に， 『遊べる 学べる 日本語』についても， 「役に立った」は79.6%であり， 「やや役に立った」とあわせると96.5%となっている。ここから，自主事業で開発した動

画教材は，学習者にとり有益だったことがうかがえる。

・ただし，この動画教材を使用した授業の受講率は34.6 ％である。

・授業で使用した教師側の回答には，肯定的な回答とともに次のような否定的な回答が見られた。

「登場人物が留学生なら受講者は感情移入しやすいのだとは思うが、やはり教師としてはアクセントやイントネーションが気になってしまう。」

「A1レベルから使用できるということだが、そのレベルだと会話がほとんど理解できないと思うので、きちんとした翻訳などの副教材が必要。また実施する講師の力量が求

められだろう。」

「学習目標・項目をもう少し明確にした教材を作成していただけるとありがたいと思います。」

いみじくも「講師の力量」とあるように，従来型の「文型や語彙を導入し，動画の内容をすべて理解する／練習する」といった授業デザインを前提にすると，本動画教

材は使いにくいものとなる。講師の力量が求められる所以であろう。また，「教材にあらわれる日本語は，すべて規範的であるべき」という教師の側の言語観，教材観

にも発想の転換が求められるのではないだろうか。

・受講率が34.6 ％と1/3程度の留まったのは，授業で使用するか否かを判断する段階で，教師が使用を躊躇った可能性がある。先進的な教材を開発，普及する

にあたっては，丁寧な教師用ガイドなどの補助資料が必要であるといえる。

■有識者のコメント 早稲田大学 小林ミナ教授
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④姫路城の観光疑似体験を通して、生きた日本語と日本文化を深く学べる本教材を教師に使いこなしていただくために、
「世界文化遺産・姫路城 VR 動画を活用した日本語教育補助資料」を付属している。
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実施背景

概要

待機生の日本への留学モチベーションを維持するためには、日本へ行きたいという気持ちを醸成することが必要。

特徴

訪日外国人に人気の世界遺産「姫路城」の360度VR動画（当社が観光庁事業にて制作）を利用して姫路
城内の観光を疑似体験しながら、日本の歴史や文化を日本語で学べる『オンラインフィールドワーク教材』を提供。
オンライン上で課外活動のように姫路城を巡り、教師から姫路城の説明を聞きながら、その場で使える会話を学べ
る構成となっている。

①動画内では、姫路城での施設を活用した日本語の会話を学べる（日本語レベルA2～B２）レッスンポイントと、

世界文化遺産・姫路城の紹介を通して、日本文化の知識を深めるヒストリカルポイントが用意されている。

②姫路城を舞台に観光疑似体験を通して、実際の観光地を訪れた時に近い形で日本語会話を学ぶことができるため、
実際に日本へ訪れた際にも使用できる、生きた日本語を学ぶことができる。

③姫路城内を一通り回れる動画になっており、レッスンポイントとヒストリカルポイントの他にも、
姫路城内のさまざまなスポットの説明を用意しているため、教師が学習者に伝えたい日本文化を伝えることができる。
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補助資料

■VR動画・教師用指導書（レッスンポイント例）
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■VR動画・教師用指導書（ヒストリカルポイント例）

補助資料
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10校を上限にVR動画の操作方法・教師用指導書を活用した授業方法例をレクチャーする説明会を2回に分けて開催。
【参加校】9校 【形式】オンライン

使用サポート

■教材の使い方レクチャー説明会の開催
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検証（学習者アンケート）

Q18．画像は「世界遺産姫路城VR映像を活用したオンラインフィールドワーク」教材の一コマです。このVR映像のオンラインフィールドワーク教材を使った授業を受けましたか。
Q19．「世界遺産姫路城VR映像を活用したオンラインフィールドワーク」教材は「日本語学習」と「日本理解」の役に立ちましたか。「日本語学習」と「日本理解」についてそれぞれお答えください。

 『世界遺産姫路城VR映像を活用したオンラインフィールドワーク』を行った授業の受講率は23.3％。
受講者の役立ち度（役に立った＋やや役に立った）は【日本語学習】【日本理解】とも95％を超え、「役に立った」は80％を超える。
• 受講率はB1でやや高い。また、目的では、就職で高い。
• 役立ち度は【日本語学習】【日本理解】とも、ハイブリッド（教室で参加）で「やや役に立った」が全体と比較してそれぞれ高い。また、目的では【日本語学習】
【日本理解】とも、就職で「役に立った」が高い。

◆受講有無 ◆役立ち度：受講者ベース（n=286）

【日本語学習】 【日本理解】全体（n=1230）
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  全  体 1230 23.3 76.7 286 81.5 16.1 1.4 1.0 - 97.6 1.0 286 80.8 16.8 1.7 0.7 - 97.6 0.7
A1 578 23.0 77.0 133 81.2 17.3 0.8 0.8 - 98.5 0.8 133 77.4 21.1 0.8 0.8 - 98.5 0.8
A2 392 21.9 78.1 86 81.4 18.6 - - - 100.0 - 86 83.7 15.1 1.2 - - 98.8 -
B1 117 31.6 68.4 37 86.5 13.5 - - - 100.0 - 37 83.8 13.5 2.7 - - 97.3 -
B2 77 26.0 74.0 20 70.0 10.0 15.0 5.0 - 80.0 5.0 20 80.0 10.0 10.0 - - 90.0 -
C 66 15.2 84.8 10 90.0 - - 10.0 - 90.0 10.0 10 90.0 - - 10.0 - 90.0 10.0
オンラインのみ 567 28.9 71.1 164 84.1 13.4 1.2 1.2 - 97.6 1.2 164 82.3 15.9 0.6 1.2 - 98.2 1.2
ハイブリッド計 477 22.4 77.6 107 78.5 20.6 - 0.9 - 99.1 0.9 107 78.5 19.6 1.9 - - 98.1 -
｜ハイブリッド（教室で参加） 254 13.4 86.6 34 61.8 35.3 - 2.9 - 97.1 2.9 34 58.8 35.3 5.9 - - 94.1 -
｜ハイブリッド（オンラインで参加） 223 32.7 67.3 73 86.3 13.7 - - - 100.0 - 73 87.7 12.3 - - - 100.0 -
オンデマンド 154 7.8 92.2 12 75.0 8.3 16.7 - - 83.3 - 12 75.0 8.3 16.7 - - 83.3 -
ハイフレックス計 32 9.4 90.6 3 66.7 33.3 - - - 100.0 - 3 100.0 - - - - 100.0 -
｜ハイフレックス（教室で参加） 26 3.8 96.2 1 100.0 - - - - 100.0 - 1 100.0 - - - - 100.0 -
｜ハイフレックス（オンラインで参加） 6 33.3 66.7 2 50.0 50.0 - - - 100.0 - 2 100.0 - - - - 100.0 -
進学 821 20.6 79.4 169 78.7 18.3 1.8 1.2 - 97.0 1.2 169 77.5 19.5 2.4 0.6 - 97.0 0.6
就職 151 44.4 55.6 67 95.5 3.0 1.5 - - 98.5 - 67 95.5 3.0 1.5 - - 98.5 -
一般 258 19.4 80.6 50 72.0 26.0 - 2.0 - 98.0 2.0 50 72.0 26.0 - 2.0 - 98.0 2.0

n=30以上について、全体より■＋10ポイント、■+5ポイント、■-5ポイント、■-10ポイント
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検証（日本語教育機関アンケート）

 『姫路城VR映像を活用したオンライン日本語教材』を使った学校は6校、9コース。
日本語教育機関の役立ち度（役に立った＋やや役に立った）は100％、「あまり役に立たなかった」、「役に立たなかった」は無かった。
• スタイルではオンラインが半分以上（63％）を占めた。目的別では一般が75％、進学が25％で、就職は無かった。
• レベルではＢ2が約1/3の33％を占め、残りはＡ2・Ｂ1がそれぞれ22％、Ａ1・Ｃがそれぞれ11％と均衡していた。

◆スタイル ◆目的 ◆レベル ◆評価

考察

自由回答（感想・ご意見等） ※一部抜粋

・学習者から「臨場感があり、写真や短く編集された動画などとは違う」、「ＶＲでリアルにお城の様子が見られたので、面白かった」などの感想があった。

・状況にあった会話例で日本語の自然な会話を紹介できる点が良かった、教師の裁量で映像を止めて自由に使えたので授業がやり易かった。

・ＶＲ教材の為、データが重く、通信状況が安定しないことから聞こえにくいなどの問題が生じた。

・「役に立った・やや役に立った」が、学習者アンケートでは95％超え、日本語教育機関アンケートでは100％と満足度の高い教材であったと言える。

・ＶＲは臨場感があるなど動画とはまた違った教材として位置づけられると思われる。

・学習者を飽きさせない、日本に興味を持ってもらうことができる点からも、観光コンテンツ系のＶＲ映像のニーズはあると考えられる。

・オンライン授業においての動画教材やVR教材は、学習者側の環境が整備できていない場合、十分に機能しないこともあり、今後の課題である。
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2-1. 自主事業で活用した教材・ツール ③オンライン教材の提供

オンライン授業を実施する際に必須となるオンライン教材を提供することで、日本語学校がスムーズに授業準備をし、多様な日本
語教育の実証に取り組めるようサポート。
日本語教育の教科書を制作している大手2社（スリーエーネットワーク、アルク）が開発したオンライン教材を日本語学校へ提供。
事業期間に限り各社から使用権を購入し、実証事業期間の12月末まで利用できるように設定した。

実施背景

概要

当社パートナーであるJaLSAが行った調査（2022年1月時点）によると、オンライン授業を実施中は66％、以前は行っていたが
今は実施していないが14％、全く実施したことがないが29％となっていた。
「実施していない」と「実施したことがない」学校が43％も存在していたため、まずはオンライン授業実施の障害を取り除くことが必要
と考えた。
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教材一覧

内容 タイトル

メインテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 本冊

メインテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 本冊 ローマ字版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 英語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 ローマ字版（英語）

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 中国語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 韓国語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 スペイン語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 ポルトガル語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 フランス語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 タイ語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 インドネシア語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 ロシア語版（新版）

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 ドイツ語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 ベトナム語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 イタリア語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 ビルマ語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 翻訳・文法解説 シンハラ語版

教師用 みんなの日本語 初級Ⅰ 第2版 教師用実証事業版

メインテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 本冊

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 英語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 中国語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 韓国語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 スペイン語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 ポルトガル語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 フランス語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 タイ語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 インドネシア語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 ロシア語版（新版）

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 ドイツ語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 ベトナム語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 イタリア語版

サブテキスト みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 ビルマ語版

教師用 みんなの日本語 初級Ⅱ 第2版 教師用実証事業版

メインテキスト 中級へ行こう 日本語の文型と表現５５ 第２版

メインテキスト 中級を学ぼう 日本語の文型と表現５６ 中級前期 第２版

メインテキスト 留学生のためのアカデミック・ジャパニーズ 聴解 上級

メインテキスト 留学生のためのアカデミック・ジャパニーズ 動画で学ぶ大学の講義

内容 タイトル

メインテキスト できる日本語初級

メインテキスト できる日本語初中級

メインテキスト できる日本語中級

■アルク教材

■スリーエーネットワーク教材
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検証（日本語教育機関アンケート）

 『アルク教材』を使った学校は6校、20コース。
日本語教育機関の役立ち度（役に立った＋やや役に立った）は100％、「あまり役に立たなかった」、「役に立たなかった」は無かった。
• スタイルではオンラインが半分近く（47％）を占めた。目的別では一般が60％、進学が40％で、就職は無かった。
• レベルではA1が半分の50％を占め、残りはＡ2・Ｂ1がそれぞれ20％、B2が10％、Cは無かった。

自由回答（感想・ご意見等） ※一部抜粋

・補助教材として使わせていただいたが、場面が分かりやすくて良かった。

・状況イラストを見せ、場面にあった発言を引き出すという授業ではイラストの精度が重要になってくるが、この教材では概ねこちらの意図した通りに学生たちが発言してく

れたので、非常にわかりやすい場面設定、魅力的な登場人物で構成されていたように思う。

・導入部の基本的な代入・変換練習が「別冊」にされているが、これを「本冊」との間で行ったり来たりするのはやや面倒だと感じた。

・各課ごとのCAN-DOが明確で、学習者の評価もしやすく、学習者自身も何を学習しているか理解しやすかったように感じる。

しかし、リスニングの速度が速く、1回で聞き取るのは難しく、特にオンラインでの参加者の場合、音声の遅延などが生じることもあったので、繰り返し再生する必要があっ た。

また、イラストが白黒なので、わかりにくいものがあり、ウェブサイトから画像やイラストの追加を行った。

■アルク教材

◆スタイル ◆目的 ◆レベル ◆評価
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90%
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なかった
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検証（日本語教育機関アンケート）

■スリーエーネットワーク教材

◆スタイル ◆目的 ◆レベル ◆評価

 『スリーエーネットワーク教材』を使った学校は10校、45コース。
日本語教育機関の役立ち度（役に立った＋やや役に立った）は89％、「あまり役に立たなかった」、「役に立たなかった」は11％。
• スタイルではオンラインが81％を占めた。目的別では進学が84％を占め、進学・就職は共に8％。
• レベルではA1が半分以上の68％を占め、残りはＡ2が21％、Ｂ1が8％、B2が3％、Cは無かった。

自由回答（感想・ご意見等） ※一部抜粋

・使用する課の語彙がすぐに引っ張り出せる状態で、使いやすかった。ネットの環境があまり良くなかったからか、少し、拡大したりすると、動きが鈍くなることがあったが、

利用しやすかった。

・使いやすかったです。教科書に書き込めるようになればより良いと思います。スリーエーネットワークのウェブサイトにログインしてから電子版教科書を表示させるまでの手順が煩

雑に感じました。コース開始前に受講生の国籍や人数、レベルが把握しきれなかったため、使わない教材も出てしまった。

・ズームをしても文字がくっきり見えるので、学生に表示する際、大変便利だった。また、練習Cのイラストもわかりやすかった。

・描画ツールをもっと充実して頂きたい。手書き直線、曲線だけでなく、矢印や囲みもあると学習者への指示が示しやすいと思った。

・本冊と音声データがリンクされていると、更に使いやすいと思う。例えば、本冊内の音声マークをクリックすることで、音声ファイルが立ち上がると便利。

どの教材も非常に役に立ったのですが、教師用実証事業版に文法解説と絵教材も一緒になっていれば、もっと便利だと思った。
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2-1. 自主事業で活用した教材・ツール ④機材レンタル

はじめてオンライン授業を導入する際にネックとなるPC等機器のレンタルを提供し、日本語教育機関が実証に取組むための環境
整備をサポートした。オンライン授業に必須となるカメラ付きノートパソコンと、オプションとしてハイブリッド型・ハイフレックス型の授業
用にスピーカーフォンのレンタルを提供した。

実施背景

概要

機種 HP ProBook 450 G3相当 ※在庫状況により相当のスペックの機材に変更となる可能性あり

OS Windows 10

CPU Core i5

メモリ 8GB

HDD 320GB以上

通信 有線LAN/無線LAN

ドライブ DVD-ROM

画面サイズ 15インチ

その他 Microsoft Office、Webカメラ付き、ウイルスバスター、BlueLED有線マウス

★PC申込時のオプション

ハイブリッド型、ハイフレックス型の授業を
実証いただく学校様限定で、「スピーカー
フォン」の貸出を受け付けます。
スピーカーとマイクを内蔵しており、教室で
の大人数の授業に活用いただけます。

当社パートナーであるJaLSAが行った調査（2022年1月時点）によると、オンライン授業を実施中は66％、以前は行っていたが
今は実施していないが14％、全く実施したことがないが29％となっていた。
ポイントは実施してない学校が43％も存在していたため、まずはオンライン授業実施の障害を取り除くことが必要と考えた。
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検証（日本語教育機関アンケート）

 『機材レンタル』を利用した学校は13校。
日本語教育機関の役立ち度（役に立った＋やや役に立った）は100％、「あまり役に立たなかった」、「役に立たなかった」は無かった。

◆評価

自由回答（感想・ご意見等） ※一部抜粋

・スピーカーフォン＝初めて使用しましたが、複数で会話ができ非常に便利な機材だと思った。
・ヘッドセットやマイクスピーカーセットなどがあると、授業がやりやすかったと思う。
・今回は対面学生が少人数だったこともあり、近くに座っていたのでパソコンからでも音を拾えましたが、人数が増えた際はそれが厳しくなるため、
遠くの音が拾える機能がついたスピーカー等があれば、よりハイブリット授業の質が上がるかと思う。

69%

31%

0%0%

役に立った

やや役に立った

あまり役に立たなかった

役に立たなかった
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日本語教師研修
目的

• 「日本語教育の参照枠」を理解した上で

• オンライン教育について学び

• 自らの実践を振り返り、より良い実践をめざし

• 仲間とともに成長することができる日本語教師育成を目指す研修

・「基礎編」は２回連続とし、オンライン授業に初めて取り組む日本語教師も、楽しみながらオンライン授業が

始められることを目指す。

・「理論・実践編」は５回連続講座とし、事例をもとにそれぞれの現場での活用法について考える研修とする。

・参加者間での「学び合い」を大切にした研修内容とする。

・学校を越えた「つながり」を重視し、研修会終了後は＜日本語教師ネットワーク＞を作る。

※ただし、さまざまな制約があり、ネットワーキングは個人レベルにとどまった。



No. 実施日 講師

1 基
礎
編

オンライン会議ツールを利用した授業に挑戦！
～あなたのお悩み解決します～

6月24日(金)
19時30分～21時 寺浦久仁香

（イーストウエスト日本語学校）
2

オンライン授業のステップアップをめざす！
～授業に役立つアイディア探し～

7月 1日(金)
19時30分～21時

3
理
論
編

「日本語教育の参照枠」を理解する
7月16日(土)

10時30分～12時
松井孝浩
（文化庁）

4

実
践
編

「日本語教育の参照枠」を現場に活かす
～カリキュラムの見直し～

7月22日(金)
19時30分～21時

鎌田亜紀子・水井佑美
（友国際文化学院）

5
多様な評価方法を現場で活用する

～学びを支援する評価とは～
7月29日(金)

19時30分～21時
伊東祐郎
（国際教養大学）

6
多様性に対応できる教師力を身につける

～求められる教師の資質・能力とは～
8月 6日(土)

10時30分～12時
嶋田和子
（アクラス日本語教育研究所）

7
オンライン授業の活かし方を考える

～立体的な授業をつくるために～
8月20日(土)

10時30分～12時
伊藤秀明
（筑波大学）

特別講演
オンライン授業「今」始めるべき理由
～オンライン授業先駆者の知恵とノウハウ～

9月17日(土)
13時30分～15時

金谷俊一郎
(歴史コメンテーター、予備校日本
史講師、一般財団法人日本普及
機構 代表理事)

日本語教師研修 一覧表
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基礎編 （第１、２回連続講座）

第１回

オンライン会議ツールを利用した授業に挑戦！～あなたのお悩み解決します～

■開催日：6月24日（金） 19:30～21:00
■開催方法：オンライン（ZOOM)
■参加者数：27名
■講師：寺浦久仁香（イーストウエスト日本語学校）
■内容
・ZOOM、パワーポイントの基本操作の説明動画をチームで作成し、事前に視聴しておくことを「事前課題」とする。
・オンライン会議ツール(ZOOＭ)の活用、ZOOMでの背景の設定、ブレイクアウトルームでの自己紹介、オンラインでのアイスブレイク等、基本的なことを学ぶ。
・オンライン授業での課題等に関して参加者間で話し合いを行う。
■特記事項
・コロナ禍になって数年経つ現在、オンライン授業未経験者は非常に少ないことが予想された。
しかし、今後、各日本語学校の「新人研修の担当者に参考になるもの」という位置付けも考えた上で計画した。

第２回

オンライン授業のステップアップを目指す～授業に役立つアイデア探し～

■開催日：7月1日（金） 19:30～21:00
■開催方法：オンライン（ZOOM)
■参加者数：30名
■講師：寺浦久仁香（イーストウエスト日本語学校）
■内容
・基礎編第１回をもとに、オンライン授業のヒント、ツールの活用など、より良い実践に向けて多角的に学ぶ。
・第1回研修アンケートに寄せられた質問への回答、および前回の振り返りを行う。
・教育現場で活用されているパドレットを紹介し、実際に体験し、授業での活用について考える。
・オンライン授業での課題等に関して参加者間で話し合いを行う。
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理論編 （第3回）

「日本語教育の参照枠」を理解する

■開催日：7月16日（土） 10:30～12:00
■開催方法：オンライン（ZOOM)
■参加者数：40名
■講師：松井孝浩（文化庁）
■内容
・「日本語教育の参照枠」取りまとめの経緯と背景
・「日本語教育の参照枠」について
・「日本語教育の参照枠：全体的な尺度」各レベルの解説等
・言語能力記述文（Can do）の種類と構造について
・Can doベースのカリキュラムの事例について
・パフォーマンス評価、ポートフォリオ評価などの評価方法について
・ブレイクアウトルームでの話し合いと発表

実践編 （第4、5、6、7回連続講座）

第4回

「日本語教育の参照枠」を現場に活かす～カリキュラムの見直し～

■開催日：7月22（金） 19:30～21:00
■開催方法：オンライン（ZOOM)
■参加者数：36名
■講師：鎌田亜紀子・水井佑美（友国際文化学院）
■内容
・「日本語教育の参照枠」の日本語学校における活用方法
・実際に「日本語教育の参照枠」を活用し、カリキュラムを見直し、作成した学校（友国際文化学院）の事例紹介
・発表事例を基に各学校にカリキュラム見直しの手順を追体験してもらい、グループ毎にディスカッションし、成果と気づきを共有
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実践編 （第4、5、6、7回連続講座）

第5回

多様な評価方法を現場で活用する～学びを支援する評価とは～

■開催日：7月29日（金） 19:30～21:00
■開催方法：オンライン（ZOOM)
■参加者数：35名
■講師：伊東祐郎（国際教養大学）
■内容
・学習者に獲得してほしい日本語能力を「行動目標・ Can do （～できる）」の形で可視化
・学習者の「日本語能力」を評価する方法について検討
・行動目標を踏まえた、「信頼性」と「妥当性」の高い評価方法を考察し、学習支援につながる評価についての考察

第6回

多様性に対応できる教師力を身につける～求められる教師の資質・能力とは～

■開催日：8月6（土） 10:30～12:00
■開催方法：オンライン（ZOOM)
■参加者数：34名
■講師：嶋田和子（アクラス日本語教育研究所）
■内容
・事前課題「OPIって何？」
プロフィシェンシー（熟達度）の理解、パフォーマンス評価例として第５回の復習と第６回の予習を兼ねた事前課題を提示。

・「日本語教師の資質・能力」をみつめ直す
・多様性に対応できる教師力とは
・グループディスカッション

＊多様性に対応する教師力という点での課題＊所属する組織は、「学び続ける組織」と言えるか
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実践編 （第4、5、6、7回連続講座）

第7回

オンライン授業の活かし方を考える～立体的な授業をつくるために～

アクラス日本語教育研究所 嶋田和子代表理事有識者からのコメント

【研修のデザイン】
実施回数が事前に決められていたことから難しい面もあったが、結果的に「基礎編２回」「理論１回＋実践編４回」という形でデザインした。こそで重視したのは「学びの
つながり」のある研修会である。

【基礎編における配慮と工夫】
オンライン授業を実施したことがない教師への配慮として基礎編を２回実施した。参加者の既有知識の多寡といった課題が想定されたことから、事前課題用の動画を２
本作成したが、非常に効果的であった。また、参加者はほとんどがオンライン授業経験者であり、また教務関係者が多かったことから、「新人研修の際にどのように伝えたら
よいか」といった視点も盛り込んだ研修とした。

【理論＋実践編で目指したこと】
理論編で「日本語教育の参照枠」（以下「参照枠」の理解を深め、実践編においては螺旋階段を上がるように組み立てていった。研修内容としては、１.現場での取り
組み例、2.実践に重要な役割を果たす評価の在りかた、3.新しい教育実践に求められる教師の力、4.「立体的な授業」を目指したオンライン授業の活かし方の4点で
ある。これは、「参照枠」に基づいた実践において、非常に重要なポイントを取り出し進めていったが、実施後の感想として「あと2コマ講義がある」ことが望ましいと考える。

【日本語学校の取り組み事例の提示】
実践編の第1回で「参照枠」をもとに学内カリキュラムを見直した日本語学校の講師に研修を依頼した。そのことから「参照枠」がより身近なものとなり、「自分達もカリキュ
ラムの見直しを進めたい」といった機運が生まれたことは良かった。

【日本語学校間のつながり】
連続講座としたことによって、参加した日本語学校間の関係性の構築ができたことが成果として挙げられる。ただし、さまざまな事情から「日本語学校教育ネットワーク」づ
くりにつなげることは出来なかった。しかし、こうした研修デザインの知見が、より広く共有されることによって、日本語学校全体の教育の質の向上につながることを期待したい。

■開催日：8月20日（土） 10:30～12:00
■開催方法：オンライン（ZOOM)
■参加者数：33名
■講師：伊藤秀明（筑波大学）
■内容
・従来の日本語教育からの変容～変容のステップの理解
・目の前の学生に合わせたオーダーメイド力を鍛えることの重要性
・学習環境を能動的に選び取り、意味のある経験の創出
・教師のアクティブラーニング
・過度なマニュアル化に対する振り返りの必要性
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特別講演

オンライン授業「今」始めるべき理由 ～オンライン授業先駆者の知恵とノウハウ～
■開催日：9月17日（土） 13:30～15:00
■開催方法：オンライン（ZOOM)
■参加者数：71名
■講師：金谷俊一郎

(歴史コメンテーター、予備校日本史講師、一般財団法人日本普及機構 代表理事）
■内容
□アフターコロナそれでもオンライン
・オンライン授業の必要性
・教育産業で今、起こっていること
・気づいた時には遅かった10年後の業界予想
□対面よりつかめる、オンライン授業の極意
・オンライン授業でやらないこと

・オンライン授業の経験者は、96.9%と非常に高いものであった。しかし、「より良い実践をめざす」という切り口にしたことから、経験の有無を問わず
満足度の高い研修となったと思われる。

・難易度、内容などに関しては、肯定的な意見が多く見られ、各回の設定としては適切であったと考えられる。
・限られた研修回数であることから、受講者によっては情報が多く消化するのが難しい点も見られた。今後、事前の課題の提示など工夫が求められる。
・現場における評価に関する課題は共通であり、実際にどのように実施していけばよいのかについて知りたいという声も複数寄せられた。
（ポートフォリオ評価、パフォーマンス評価等）
・「オンライン授業のみならず、様々なことでの気づきがあった。学校運営、授業運営に生かしていきたい」といったコメントが複数見られることは、大きな成果であった。
・BORにおける他校との情報共有が有意義であったという回答が多く見られた。これは、現在あまり学校間でのやり取りがないことが窺え、今後実践共有の場などが
必要であることが明白となった。

受講者アンケートからの考察 ※アンケート集計は次ページ以降

研修第1回～7回

特別講演会

・理解度は100％、難易度は「ちょうど良かった」が62％と、参加者にとって非常に分かり易い講演であったと言える。
・「日本語教育とは別の分野のプロフェッショナルの話が聞けて良かった」、「オンラインに限らず授業のコツの部分で参考となった」、「日本語教育とジャンルは異なるが、
オンライン授業の取り組みに大変参考となった」などの回答があり、異業種の経験や考え方から学べることがあるということが考えられる。



1 オンライン会議ツールを利用した授業に挑戦

2 オンライン授業のステップアップをめざす

3 「日本語教育の参照枠」を理解する

4 「日本語教育の参照枠」を現場に活かす

5 多様な評価方法を現場で活用する

6 多様性に対応できる教師力を身につける

7 オンライン授業の活かし方を考える

8 オンライン授業「今」始めるべき理由
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オンライン授業の経験があったのは、研修会全体の参加者で96.9％、「本事業以前にも経験あり」は93.3％。

研修会別でみると、

• 【特別講演会】は「本事業以前にも経験あり」77.8％、「以前は経験なかったが、本事業で経験あり」8.9％、「現状、全く経験なし」13.3％となっており、他の授業と比べ、

経験の有無を問わず参加している方が多くなっているのが特徴的。

Q1．オンライン授業はこれまでに経験したことはありますか。※本事業でこれからオンライン授業をされる場合も、今現在まだ経験がない場合は「現状、全く経験なし」を選んでください。

【A 基礎編】

【B 理論編】

【C 実践編】

【特別講演会】
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Q2．研修はどの程度役に立ちましたか。

研修会全体の役立ち度（役に立った計）は82.7％と高評価となっている。

研修会別でみると、

• 【C 実践編】多様な評価方法を現場で活用する/多様性に対応できる教師力を身につける/オンライン授業の活かし方を考える で90％を超える役立ち度。

• 【A 基礎編】オンライン会議ツールを利用した授業に挑戦/オンライン授業のステップアップをめざす、【B 理論編】「日本語教育の参照枠」を理解する、【特別講演会】では、

10％に満たない水準ではあるが、「あまり役に立たなかった」と回答した人がみられた。

全体

(n=28)

(n=24)

(n=37)

(n=31)

(n=28)

(n=32)

(n=30)

(n=45)

(n=255)

【A 基礎編】

【B 理論編】

【C 実践編】

【特別講演会】

1 オンライン会議ツールを利用した授業に挑戦

2 オンライン授業のステップアップをめざす

3 「日本語教育の参照枠」を理解する

4 「日本語教育の参照枠」を現場に活かす

5 多様な評価方法を現場で活用する

6 多様性に対応できる教師力を身につける

7 オンライン授業の活かし方を考える

8 オンライン授業「今」始めるべき理由



100.0

95.8

83.8

80.6

89.3

100.0

96.7

100.0

93.3

*

理解できた

計

-

-

2.7

6.5

3.6

-

-

-

1.6

*

理解でき

なかった計

57.8

53.3

59.4

42.9

29.0

24.3

58.3

60.7

47.8

42.2

43.3

40.6

46.4

51.6

59.5

37.5

39.3

45.5

-

3.3

-

7.1

12.9

13.5

4.2

-

5.1

-

-

-

3.6

6.5

2.7

-

-

1.6

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0% 25% 50% 75% 100%

よく理解できた 理解できた どちらとも

言えない

あまり理解

できなかった

全く理解

できなかった

2-2. 自主事業で実施した日本語教師研修 アンケート 3. 研修内容の理解度

50

Q3．研修内容はどの程度理解できましたか。

研修会全体の理解度（理解できた計）は93.3％と非常に高い。

研修会別でみると、

• 【A 基礎編】オンライン会議ツールを利用した授業に挑戦、【C 実践編】多様性に対応できる教師力を身につける、【特別講演会】で100％の理解度。

• 【B 理論編】「日本語教育の参照枠」を理解する、【C 実践編】「日本語教育の参照枠」を現場に活かす/多様な評価方法を現場で活用する で僅か数％程度ではあるが、

「あまり理解できなかった」と回答した人がみられる。

全体

(n=28)

(n=24)

(n=37)

(n=31)

(n=28)

(n=32)

(n=30)

(n=45)

(n=255)

【A 基礎編】

【B 理論編】

【C 実践編】

【特別講演会】

1 オンライン会議ツールを利用した授業に挑戦

2 オンライン授業のステップアップをめざす

3 「日本語教育の参照枠」を理解する

4 「日本語教育の参照枠」を現場に活かす

5 多様な評価方法を現場で活用する

6 多様性に対応できる教師力を身につける

7 オンライン授業の活かし方を考える

8 オンライン授業「今」始めるべき理由



28.6

45.8

5.4

3.2

3.6

3.1

6.7

35.6

16.5

*

簡単

計

-

4.2

40.5

58.1

28.6

3.1

6.7

2.2-

18.0

*

難しかった

計

6.7

-

-

-

-

-

-

7.1

2.0

28.9

6.7

3.1

3.6

3.2

5.4

45.8

21.4

14.5

62.2

86.7

93.8

67.9

38.7

54.1

50.0

71.4

65.5

2.2

3.3

3.1

28.6

51.6

40.5

4.2

-

16.9

-

3.3

-

-

6.5

-

-

-

1.2

0% 25% 50% 75% 100%

簡単過ぎた やや

簡単だった

ちょうど

よかった

やや

難しかった

非常に

難しかった

2-2. 自主事業で実施した日本語教師研修 アンケート 4. 研修内容の難易度

51

Q4．研修内容はどの程度の難易度でしたか。

研修会全体の難易度は「ちょうどよかった」65.5％、「簡単計」16.5％、「難しかった計」18.0％。

研修会別でみると、

• 【A 基礎編】オンライン会議ツールを利用した授業に挑戦/オンライン授業のステップアップをめざす、【特別講演会】は「簡単」、【B 理論編】「日本語教育の参照枠」を理解する、

【C 実践編】「日本語教育の参照枠」を現場に活かす/多様な評価方法を現場で活用する は「難しかった」が全体より高い。

全体

(n=28)

(n=24)

(n=37)

(n=31)

(n=28)

(n=32)

(n=30)

(n=45)

(n=255)

【A 基礎編】

【B 理論編】

【C 実践編】

【特別講演会】

1 オンライン会議ツールを利用した授業に挑戦

2 オンライン授業のステップアップをめざす

3 「日本語教育の参照枠」を理解する

4 「日本語教育の参照枠」を現場に活かす

5 多様な評価方法を現場で活用する

6 多様性に対応できる教師力を身につける

7 オンライン授業の活かし方を考える

8 オンライン授業「今」始めるべき理由
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参加校■開催日：2022年10月31日（月） 15:00～17:00

■開催方法：オンライン（ZOOM)

■参加者：37名 ※実証事業参加校（30校）、有識者、JaLSA

■目的

日本語教育機関の取り組み内容を発表、具体的な事例を共有することにより、11月以降の実証

事業に活用するとともに、今後のオンラインを利用した日本語教育の促進、質の向上に繋げる。

■内容

学校から取り組み内容について、事前レポートの提出。事前レポートからオーソドックスタイプ（2校）、

ユニークタイプ（3校）の発表校を選定。

（A）オーソドックスタイプ

汎用的なコースデザインであり，他の多くの教育機関でも実施可能な事例と思われるタイプのコース

（B）ユニークタイプ

自校の特徴を活かしたユニークなコースデザインであり，先進的な事例と思われるタイプのコース

■プログラム

・報告会の趣旨及び発表校の選定基準の説明

・実証事業の学校発表

（A）オーソドックスタイプ

JCLI日本語学校、東京外語教育学院

（B）ユニークタイプ

ファーストスタディ日本語学校大阪本校、神戸ＹＭＣＡ学院専門学校日本語学科、

翰林日本語学院

・自主事業（研修会、動画教材）の概要報告

1 Aoyama Hope Academy

2新白河国際教育学院

3 JCL外国語学院

4 平成国際アカデミー

5 JCLI日本語学校

6さきたま国際学院株式会社

7 名古屋YWCA学院日本語学校

8 東京外語教育学院

9 翰林日本語学院

10 ファーストスタディ日本語学校大阪本校

11 神戸外語教育学院

12 神戸YMCA学院専門学校日本語学科

13 東京王子外国語学院

14 仙台ランゲージスクール

15 新日本学院

16 東京日語学院

17 行知学園日本語学校

18 行知学園第二附属日本語学校

19 市川日本語学院

20 活学書院

21 アジアインターナショナル

22 早稲田進学館中野校

23 河原電子ビジネス専門

24 ITカレッジ沖縄

25 あさひ日本語学校

26 弘堂国際学園

27 明晴国際語学校

28 城東日本語学校

29 東京国際知識学院

30 東京コスモ学園
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東京外語教育学院
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第3回目の授業で活用したスライド例
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第3回目の授業で活用したスライド例
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第3回目の授業で活用したスライド例



2-3. 自主事業で実施した最終報告会 概要

■開催日：2023年1月23日（月） 10:00～12:00

■開催方法：オンライン（ZOOM)

■参加者：48名 ※実証事業参加校、一般参加者、有識者、JaLSA

■目的

実証事業で得た学びを今後どのように活用していくのか、及び活用して

いくための課題を討議、発表することにより、取り組み内容の共有、課

題の解決を図り、次年度以降のオンラインを利用した日本語教育の促

進、質の向上に繋げる。

■内容

学校から実証事業に取り組んだ結果、「今後、オンライン授業にどの

ように取り組んでいくのか」、「取り組む上での課題」について、事前レ

ポートを提出。事前レポートは、各学校へ送付して共有。

当日、グループに分かれ、ディスカッションを行い、その後グループ毎に

発表し、今後の取り組み、課題を共有。

■プログラム

・報告会趣旨及びグループ討議、発表の説明

・グループ討議（今後の取り組みと課題）

・グループ発表

・質疑応答

参加者

1 Aoyama Hope Academy

2 新白河国際教育学院

3 ＪＣＬ外国語学院

4 平成国際アカデミー

5 JCLI日本語学校

6 さきたま国際学院

7 名古屋YWCA学院日本語学校

8 東京外語教育学院

9 翰林日本語学院

10 ファーストスタディ日本語学校大阪本校

11 神戸外語教育学院

12 神戸YMCA学院専門学校日本語学科

13 東京王子外国語学院

14 仙台ランゲージスクール日本語科

15 新日本学院

16 東京日語学院

17 行知学園日本語学校

18 行知学園第二附属日本語学校

19 市川日本語学院

20 活学書院

21 アジアンインターナショナル

22 早稲田進学館中野校

23 学校法人河原学園 河原電子ビジネス専門学校

24 IＴカレッジ沖縄

25 あさひ日本語学校

26 弘堂国際学園

27 明晴国際語学院

28 東京コスモ学園

29 城東日本語学校

30 東京国際知識学園

31 東大阪みらい日本語学校

32 東京板橋日本語学院

33 新亜国際語言学院

34 JTB

35 JTB

36 JTB

37 NTTラーニングシステムズ

38 KNT

39 KNT

40 KNT

41 KNT

42 KNT

43 日本語学校ネットワーク

44 JaLSA

45 JaLSA

46 JaLSA

47 有識者

48 有識者
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■学校名：⑭仙台ランゲージスクール

①実証事業の結果、今後、オンライン授業にどのように取り組んでいくか

➁実証事業の結果、今後、オンライン授業を進めていく上での課題

〇渡日前学生の日本語力を図る。

例１）

母国で、母語で学んだことを元に、授業を受けている学生がいる。日本語を聞いて理解している訳ではないので、自国で学んだ知識をを使い果

たすと、急に勉強が出来なくなり、伸び悩む。そのような学生を、事前に知ることが出来るのではないか。

例２）

来日後のプレースメントテストでは、点数という面でしか見ることが出来ないが、渡日前オンライン授業を行う事で、入国予定者の実力、人とな

り、興味関心が何かを知ることが出来る。来日後も、お互いに親近感を持って授業を始めることが出来る。

〇法定伝染病などで行動制限がある学生、療養が必要な学生への授業として活用できる。

例）

法定伝染病で病院内から出られない者、学校やアルバイトなど複数人がいる中に入る事が出来ず、家に居るしかない者がいる。体調不良は見

られない。そのような学生に、安心感や所属意識を伝えることが出来ると思う。実際、今年度、そのような学生が出て、繋がっている感じや皆と

学べる喜びを感じている事がわかった。

〇留学したいと考えている学生の「お試し」として利用できる。

例）

長期留学が出来るかどうか、夏休み等を利用して来日し、試してみる学生がいる。渡日前にオンライン授業をする事で、日本国の授業の雰囲

気をつかむことが出来るのではないだろうか。今回の実証事業でも、2023年１月期に入学を予定している学生が多数参加しており、意欲的に

学ぶことが出来た。早々に来日した学生と対面した時は、お互いに嬉しさを感じることが出来た。

 〇どうやって留学したらよいか分からない欧米人に、留学情報を提供できる。

例）

完全帰国した学生のブログを見て、日本国への留学を決めたという新入生がいた。アジアでは留学センターが発達しているが、ヨーロッパでは、そ

れほど発達していない。留学経験者のブログを見たり、身近な者の話を聞いて事を進めていく。日本語学習が向いているのか「お試し」をしたり、

留学の手順を紹介することが出来るのではないか。オンラインで繋がり、学校の情報を受け取ることが出来るのではないかと思う。

〇どうやって学習者を集めるか。

不特定多数の人を集める方法があるだろうか。今回のように、入学待機している学生から参加者を募れれば簡単だが、継続していく場合、どの

ような方法で学習者を集めたらよいのだろうか。

〇オンライン授業の開講時期を定めるべきか、常に発信し続けているべきか。

〇時差にどう対応したら良いか。

〇日本国、日本語を広く世界に知らせたい。何を活用していけばよいか。

オンデマンドであれば、広く、多くの人に見てもらう事が出来る。そこから、オンライン授業に繋げる事が出来るだろうか。料金が取れるわけではない

が、勉強が進めば、オンライン授業で終わるはずが無いと思う。日本人が多くいる所に出かけて行き、実力を試したいと考えるだろう。生のやり取

りが興味を掻き立て、面白さが増すのではないかと思う。無料で実力をつけたとしても、親日家として活躍したり、日本国へ人を呼ぶことになるの

ではないか。そのためにも、ホームページだけで紹介するのではなく、何かプラットホーム的なものが有れば良いのではないかと考える。

ＮＯ14
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※事前レポートについては、外部評価委員会での議論のための資料（エビデンス）
として使用したため、加工等せずにそのまま掲載しています。
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「できるだけ多様なスタイル、レベル、種類の授業設定と1クラスの受講生の拡大」を目的に、当社ではカリキュラムや教材のパッケージは用意

せず、各日本語教育機関様が自由度高くコース作成できるよう、事務局専従スタッフによるサポート体制（問い合わせ対応、申請書・精算

書類・報告書等の書類作成サポート等）に注力した。

申込 受付

・実証実験内容 相談、案内
・実施環境整備 相談・支援

実証実験参加
に関する支援

実証実験 参加 申込み

・申請書内容確認
・申請書類作成支援

申請書類
作成 支援

申請資料一式 配信

委託業務の
再委託 承認

審議会で審査採否の決定
審議会
資格や申請
内容判定

申請資料
作成

・申請資料 記入・修正業務
・不備ない場合は正式申請

契約書締結後、原本を事務局へ郵送 契約書回収作業

契約書締結後、
実証事業を準備

・オンライン環境の整備
・授業準備

判定結果受取・契約書確認

判定結果 通知

文化庁への再委託申請

・判定結果のお知らせ
・契約書締結に関する案内と
契約書データをメール配信

契約書の締結

実証事業開始のための環境 支援

※ 申請資料に不備が無くなるまで丁寧に支援

（自主事業）教材、機材の配布

実証状況
定型報告書提出

実証事業
支援業務

・実施に関しての支援
・環境整備サポート
・相談窓口
・メール、電話での支援体制
・経費精算書類チェック

日本語教育機関 事務局 文化庁

【公募実施期間】 令和4年4月20日～令和4年11月28日 【申請上限額】1,000万円（税込）

追加
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学校名 コース名 レベル スタイル 目的 学習者数

言語活動

①話す
（やりとり）

②話す
（発表）

③聞く ④読む ⑤書く
⑥「日本事情・
日本理解」目標

⑦その他

①Aoyama Hope Academy

進学コース、留学準備研修、初級 A2 オンライン 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

進学コース、留学準備研修、介護体験コース1 A2 オンライン 就職 3 〇 〇 〇 〇 〇

進学1.5年コース、留学準備研修、初級1A A1 オンライン 進学 10 〇 〇 〇 〇 〇

進学1.5年コース、留学準備研修、初級1B A1 ハイブリッド 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

進学1.5年コース、留学準備研修、初級2 A2 オンライン 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

進学1.5年コース、留学準備研修、日本事情 A2 オンライン 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

進学コース、留学準備研修、介護体験コース2 B1 オンライン 就職 3 〇 〇 〇 〇 〇

進学コース、留学準備研修、初中級 B1 オンライン 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

進学コース、留学準備研修、初中級、日本事情 B1 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学コース、大学留学準備研修、上級 C オンライン 進学 2 〇 〇 〇 〇 〇

留学準備研修、中級 B2 オンライン 進学 2 〇 〇 〇 〇 〇

11.留学準備研修、初級1 A1 オンライン 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇

②新白河国際教育学院

ハイブリッド進学A２コース A2 ハイブリッド 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇

ハイブリッド進学A1コース A1 ハイブリッド 進学 6 〇 〇 〇 〇 〇

ハイブリッド一般A1 A1 ハイブリッド 一般 6 〇 〇 〇 〇 〇

ハイブリッド一般A２コース A2 ハイブリッド 一般 10 〇 〇 〇 〇 〇

オンライン進学A1コース A1 オンライン 進学 4 〇 〇 〇 〇 〇

オンライン進学A2コース A2 オンライン 進学 7 〇 〇 〇 〇 〇

オンデマンド一般A1コース A1 オンデマンド 一般 12 〇 〇 〇 〇 〇

オンデマンド進学A1コース A1 オンデマンド 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇

オンデマンド一般A2コース A2 オンデマンド 一般 4 〇 〇 〇 〇 〇

オンデマンド進学A2コース A2 オンデマンド 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇

ハイフレックス一般A1コース A1 ハイフレックス 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇

ハイフレックス一般A2コース A2 ハイフレックス 一般 10 〇 〇 〇 〇 〇

③JCL外国語学院

初級から中級へコース B2 オンライン 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

日本語能力試験１級コース C ハイブリッド 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇

日本語能力試験2級コース C ハイブリッド 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

④平成国際アカデミー

N4ステップアップコースオンデマンドクラス A2 オンデマンド 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇

N4ステップアップコースオンラインクラス A2 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

N3基本コース オンデマンドクラス B1 オンデマンド 進学 2 〇 〇 〇 〇 〇

N3基本コースオンラインクラス B1 オンライン 進学 6 〇 〇 〇 〇 〇

N3基本コースオンラインクラス B1 オンライン 進学 2 〇 〇 〇 〇 〇

N3基本コースオンラインオンデマンドクラス B1 オンデマンド 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇

N4ステップアップコースオンデマンドクラス A2 オンデマンド 進学 10 〇 〇 〇 〇 〇

N4ステップアップコースオンラインクラス A2 オンライン 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

N4ステップアップコースオンラインクラス A2 オンライン 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

N3基本コースオンラインクラス B1 オンライン 進学 4 〇 〇 〇 〇 〇

N3基本コースオンデマンドクラス B1 オンデマンド 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

N4ステップアップコースオンデマンドクラス A2 オンデマンド 進学 4 〇 〇 〇 〇 〇

⑤JCLI日本語学校
基礎日本語 A2 オンデマンド 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇

入学準備コース A1 オンライン 進学 20 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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⑥さきたま国際学院株式会社

進学準備コース 【N4】A A2 ハイブリッド 進学 20 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備コース 【N4】B A2 ハイブリッド 就職 15 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備コース 【N5】C A1 ハイブリッド 就職 15 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備コース 【N5】D A1 ハイブリッド 就職 15 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備コース 【N5】E A1 ハイブリッド 就職 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑦名古屋YWCA学院日本語学校

First Step japanese1 A1 オンデマンド 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇

First Step japanese2 A1 オンデマンド 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇

First Step japanese3＋名古屋を知ろう A1 オンデマンド 一般 6 〇 〇 〇 〇 〇 〇

初級日本語１＋名古屋を歩こう A1 オンデマンド 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

初級日本語2＋名古屋で遊ぼう A1 オンデマンド 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

初級日本語3＋日本語の発音 A1 オンデマンド 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

初級日本語4＋まんがでオノマトペ① A1 オンデマンド 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

初級日本語5＋日本語の発音② A1 オンデマンド 一般 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇

初級日本語6＋マンガでオノマトペ② A1 オンデマンド 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

初級日本語7＋日本語でチャット A1 オンデマンド 一般 43 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑧東京外語教育学院

進学コース（初級） A1 ハイブリッド 進学 14 〇 〇 〇 〇 〇

進学コース（中級） B1 ハイブリッド 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学コース（中級） B2 オンライン 進学 19 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学コース（初級） A2 ハイブリッド 進学 10 〇 〇 〇 〇 〇

進学コース（初級） A1 ハイブリッド 進学 12 〇 〇 〇 〇 〇

進学コース（初級） A2 ハイブリッド 進学 4 〇 〇 〇 〇 〇

進学コース（中級） B1 ハイブリッド 進学 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学コース（中級） B2 オンライン 進学 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上級一般コース C オンライン 一般 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑨翰林日本語学院

アカデミック・ジャパニーズ聴解コース1 B1 ハイブリッド 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

上級語彙コース B2 ハイブリッド 一般 5 〇 〇 〇 〇

初級授業体験コースウクライナ向け（初級） A1 オンライン 一般 3 〇 〇 〇 〇 〇

初級授業体験コース（初中級） A2 オンライン 就職 10 〇 〇 〇 〇 〇

入国前準備コーススリランカ向け（入門2） A1 オンデマンド 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

アカデミックライティングコース B2 オンライン 進学 10 〇 〇 〇 〇 〇

初級授業体験コース中国向け（入門） A2 オンライン 進学 11 〇 〇 〇 〇 〇

初級授業体験コース中国向け（初級） A2 オンライン 進学 6 〇 〇 〇 〇 〇

動画で学ぶ日本語会話最新スポット紹介「東京・箱根」 C オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇

美術大学院作品制作コース B2 オンライン 進学 12 〇 〇 〇 〇 〇

大学院進学準備コース C オンライン 進学 7 〇 〇 〇 〇 〇

就職活動準備コース C ハイブリッド 就職 5 〇 〇 〇 〇

入国前準備コース 中国向け(初級) A1 オンライン 進学 4 〇 〇 〇 〇 〇

初級授業・美術体験コース中国向け（初級） A1 オンライン 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇

初級授業体験コース インドネシア向け A2 オンライン 就職 5 〇 〇 〇 〇 〇

初級授業体験コースウクライナ向け（入門） A1 オンライン 一般 10 〇 〇 〇 〇 〇

入国前準備コーススリランカ向け（入門1） A1 オンデマンド 進学 13 〇 〇 〇 〇 〇

大学院研究計画書コース C ハイブリッド 進学 7 〇 〇 〇 〇 〇

初級授業体験コース ロシア中心向け A2 オンライン 進学 4 〇 〇 〇 〇 〇

JLPTN2直前対策 B2 ハイブリッド 一般 7 〇 〇 〇 〇 〇

JLPTN3直前対策 B1 ハイブリッド 一般 10 〇 〇 〇 〇 〇

N4 JLPT直前対策 A2 ハイブリッド 一般 3 〇 〇 〇 〇 〇

JLPTN5直前対策 A1 ハイフレックス 一般 6 〇 〇 〇 〇 〇

JLPTN1直前対策 B2 ハイブリッド 一般 10 〇 〇 〇 〇 〇

日本文化紹介 B1 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

入国前EJU記述対策コース B2 オンライン 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇

初級会話コース入国前学生向け A1 ハイブリッド 進学 2 〇 〇 〇 〇

初級授業体験コース 入国前学生向け A2 オンライン 進学 13 〇 〇 〇 〇 〇

入国前準備コーススリランカ向け入門4 A1 オンデマンド 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

発音基礎 B2 オンライン 進学 7 〇 〇 〇 〇

初級授業体験コースロシア向け（初級） A1 オンライン 就職 3 〇 〇 〇 〇 〇

初級授業体験コース ロシア向け（入門） A1 オンライン 就職 4 〇 〇 〇 〇 〇

アカデミックジャパニーズ聴解コース2 B2 ハイブリッド 進学 2 〇 〇 〇 〇 〇

ビジネスコース C オンライン 就職 6 〇 〇 〇 〇 〇

ビジネス日本語コース C ハイブリッド 就職 11 〇 〇 〇 〇 〇

初級会話コース中国向け(初級） A1 オンライン 進学 5 〇 〇 〇 〇

初級会話コース中国向け(初中級） A2 オンライン 進学 5 〇 〇 〇 〇

東京・神奈川の名所を日本語で廻ろう B2 オンライン 一般 17 〇 〇 〇 〇 〇

入学前準備コーススリランカ向け入門3 A1 オンデマンド 進学 6 〇 〇 〇 〇 〇

動画で学ぶ日本語 大阪・京都 C オンライン 進学 11 〇 〇 〇 〇 〇 〇

学校名 コース名 レベル スタイル 目的 学習者数

言語活動

①話す
（やりとり）

②話す
（発表）

③聞く ④読む ⑤書く
⑥「日本事情・
日本理解」目標

⑦その他
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⑩ファーストスタディ日本語学校大阪
本校

ハイブリッド一般A1コース A1 ハイブリッド 一般 10 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オンデマンド一般A2 A2 オンデマンド 一般 8 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オンデマンド一般A１コース A1 オンデマンド 一般 12 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ハイブリッド一般A2コース A2 ハイブリッド 一般 8 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オンデマンド一般B1コース B1 オンデマンド 一般 10 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オンライン一般B1コース B1 オンライン 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オンデマンド一般B2コース B2 オンデマンド 一般 6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オンライン一般B2コース B2 オンライン 一般 20 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑪神戸外語教育学院
進学準備コース A1 オンライン 進学 9 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備コース A2 オンライン 進学 13 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑫神戸YMCA学院専門学校日本
語学科

夏期集中コース（初級Ⅰ） A1 ハイブリッド 一般 11 〇 〇 〇 〇 〇

夏期集中コース（初級Ⅱ） A2 ハイブリッド 一般 10 〇 〇 〇 〇 〇

夏期集中コース（観光） A2 ハイブリッド 一般 10 〇 〇 〇 〇 〇 〇

日本語能力試験N1対策クラス B2 オンライン 一般 3 〇 〇 〇 〇 〇

日本語能力試験N2対策クラス B1 オンライン 一般 10 〇 〇 〇 〇 〇

日本語能力試験N3対策クラス A2 ハイブリッド 一般 10 〇 〇 〇 〇 〇

オンライン初級クラス A1 オンライン 一般 6 〇 〇 〇 〇 〇

⑬東京王子外国語学院

進学準備コース B2 オンライン 進学 6 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備コース C オンライン 進学 7 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備コース B1 オンライン 進学 20 〇 〇 〇 〇 〇

日本語入門コース A1 オンデマンド 一般 2 〇 〇 〇 〇 〇

⑭仙台ランゲージスクール

中国一般コース B1 オンライン 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇

ネパール一般コース A1 オンライン 一般 4 〇 〇 〇 〇 〇

ベトナム一般コース A2 オンライン 一般 3 〇 〇 〇 〇

中国進学コース B1 オンライン 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇

ネパール進学コース A1 オンライン 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

中国一般コース B1 オンライン 一般 6 〇 〇 〇 〇 〇

ネパール一般コース(2回目) A1 オンライン 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇

ベトナム進学コース A2 オンライン 進学 6 〇 〇 〇 〇

オンデマンド一般コース(A1) A1 オンデマンド 一般 4 〇 〇 〇 〇 〇

オンデマンド一般コース（B1） B1 オンデマンド 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇

ベトナム一般コース② A2 オンライン 一般 2 〇 〇 〇 〇

オンデマンド一般コース(A2) A2 オンデマンド 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇
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⑮新日本学院

来日準備コース A1 オンライン 就職 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

介護特定技能対策 B1 オンライン 就職 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

日本で働こう A2 オンデマンド 就職 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

JLPT N2対策 B1 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

自信を持って話せるようになろう B1 オンライン 一般 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

今の日本語をさらにブラッシュアップ C オンライン 一般 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

初級の日本語 A1 オンライン 進学 2 〇 〇 〇 〇 〇

JLPT N1対策 B2 オンライン 就職 1 〇 〇 〇 〇 〇

会話（初中級） A2 オンライン 一般 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

日本の看護師になるために A2 オンライン 就職 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

初級文法の整理 A2 オンライン 進学 6 〇 〇 〇 〇 〇

⑯東京日語学院
オンデマンド進学A1コース A1 オンデマンド 進学 8 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オンライン進学A1コース A1 オンライン 進学 10 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑰行知学園日本語学校 進学準備コース A1 オンライン 進学 10 〇 〇 〇 〇

⑱行知学園第二附属日本語学校 進学準備コース A1 オンライン 進学 7 〇 〇 〇 〇 〇

⑲市川日本語学院

ひらがな・カタカナ②（10月） A1 オンライン 一般 34 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ひらがな・カタカナ①（9月） A1 ハイブリッド 一般 13 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｎ５文法①（10月） A2 オンライン 一般 4 〇 〇 〇 〇

Ｎ５文法②（11月） A2 オンライン 一般 6 〇 〇 〇 〇

中級会話 B1 オンライン 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇

N5文法③（12月） A2 オンライン 一般 16 〇 〇 〇 〇

⑳日本語学校 活学書院

進学準備初級J1【第1期】 A1 オンライン 進学 20 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備初級J2【第一期】 A1 ハイブリッド 進学 20 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備初級J3【第1期】 A2 ハイブリッド 進学 10 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備初級 J4 A2 ハイブリッド 進学 14 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備初級 J5 A1 ハイブリッド 進学 14 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備初級 J6 A1 オンライン 進学 7 〇 〇 〇 〇 〇

㉑アジアインターナショナル

ハイブリッド進学A1コース A1 ハイブリッド 進学 9 〇 〇 〇 〇 〇

ハイブリッド進学A2コース A2 ハイブリッド 進学 10 〇 〇 〇 〇 〇

ハイブリッド進学A1コース A1 ハイブリッド 進学 6 〇 〇 〇 〇 〇

ハイブリッド進学A2コース A2 ハイブリッド 進学 8 〇 〇 〇 〇 〇

㉒早稲田進学館中野校

遊べる学べる日本（初級） A2 オンライン 一般 6 〇 〇 〇 〇 〇

遊べる学べる日本（中級） B1 オンライン 一般 4 〇 〇 〇 〇 〇

みんなの日本語 オンデマンドA１コース A1 オンデマンド 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

会話練習 ハイフレックスＡ１コース A1 ハイフレックス 一般 5 〇 〇 〇 〇 〇

上級聴解オンラインB2コース B2 オンライン 進学 7 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備 ハイブリッドA2コース A2 ハイブリッド 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇

㉓河原電子ビジネス専門

進学準備A1オンライン漢字圏コース A1 オンライン 進学 5 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備A1オンデマンド漢字圏コース A1 オンデマンド 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備A1オンライン非漢字圏コース A1 オンライン 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備A1オンデマンド非漢字圏コース A1 オンデマンド 進学 21 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備A2ハイブリッド漢字圏コース A2 ハイブリッド 進学 21 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備A2ハイブリッド非漢字圏コース A2 ハイブリッド 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇
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㉔ITカレッジ沖縄

就職コース B2 オンライン 就職 4 〇 〇 〇 〇 〇

進学Bコース A2 オンライン 進学 8 〇 〇 〇 〇 〇 〇

一般コース A1 ハイブリッド 一般 1 〇 〇 〇 〇 〇

進学Aコース A1 オンライン 進学 9 〇 〇 〇 〇 〇

㉕あさひ日本語学校
進学2年コースの入国前研修 A1 オンライン 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

進学1年半コースの入国前研修 A2 オンライン 進学 37 〇 〇 〇 〇 〇

㉖学校法人 弘堂国際学園

進学準備コース（雲） A2 ハイブリッド 進学 31 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備コース（海） A1 ハイブリッド 進学 30 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備コース（風） A1 ハイブリッド 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇

㉗明晴国際語学校

介護の日本語 B1 オンライン 就職 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

入国前準備コース A2 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

働きたい人の日本語 A2 オンライン 就職 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

JLPT N1聴解 B2 オンライン 就職 1 〇 〇 〇 〇 〇

初級から学ぶ日本語 A1 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

日本事情と会話を学ぼう C オンライン 一般 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ビジネスマナー C オンライン 就職 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1対1会話コース B1 オンライン 一般 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

JLPT N2聴解 B1 オンライン 進学 4 〇 〇 〇 〇 〇

会話【初中級】 A2 オンライン 一般 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

会話【中級】 B2 オンライン 一般 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

㉘東京コスモ学園

入学準備コースA A1 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

入学準備コースB A1 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

入学準備コースC A1 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

入学準備コースD A1 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

入学準備コースE A1 オンライン 進学 10 〇 〇 〇 〇 〇

㉙城東日本語学校 進学準備コース A1 ハイブリッド 進学 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇

㉚東京国際知識学院
入国前準備Aコース A1 オンライン 進学 2 〇 〇 〇 〇 〇

入国前準備Bコース A1 オンライン 進学 20 〇 〇 〇 〇 〇

㉛東大阪みらい日本語学校

進学準備（グループ）コース A1 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備（プライベートA）コース A1 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

進学準備（プライベートB）コース A1 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

㉜新東方日本語学校東京本
校

就職基礎コース A B1 オンライン 就職 1 〇 〇 〇 〇 〇

進学学生コース A A1 オンライン 進学 1 〇 〇 〇 〇 〇

就職基礎コース B B2 オンライン 一般 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇

進学学生コース B A2 オンライン 進学 3 〇 〇 〇 〇 〇

㉝新亜国際語言学院 進学準備コース B1 オンライン 進学 〇 〇 〇 〇



2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）

74

・各コース終了時点で学習者にアン
ケートを実施

・オンライン実証授業についての評価
をしてもらう

全参加校の報告・評価をとりまとめ

オンライン実証授業についての分析を行う

①
各コースの学習者への

アンケート

②
各コースの実施内容の

報告・評価

コースごとに報告・評価 最終の報告・評価

③
全体実施内容の
報告・評価

・各コース終了時点で日本語教師から
実施内容を報告
※担当教師が複数名いる場合が想定されるため、
意見を集約して代表者1名に回答していただく。

・同時に、オンライン実証授業について
も評価

・全てのコース（実証事業）が終了し
た時点で、日本語教育機関責任者が
全体での実施内容の報告を行う

・同時に、事業についても評価

全参加校からの報告をとりまとめ

事業全体（全校）の報告

本事業の効果検証のため、①学習者 ②担当教師 ③学校の3者を対象にアンケート調査を実施した。



1. 学習者へのアンケート ① アンケート票

75

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



1. 学習者へのアンケート ② アンケート結果 1

76

オンライン日本語教育プログラムを受けて日本留学の動機が高まったか。

 オンライン日本語教育プログラムを受けて、日本留学の動機が「高まった」と回答したのは75.2％で、全体の3/4。「高まった計」（高まった＋少し高まった）は94.3％。
• レベルではA1で「高まった」が高く、B2、Cで「変わらない」が全体と比較して高い。
• スタイルではオンデマンド、ハイフレックスで「高まった」が全体と比較して高い。
• 目的では就職で「高まった」が全体と比較して高く、90％を超える。

n

高まった 少し高まった 変わらない 高まらなかった ＊

高まった計

  全  体 1230 75.2 19.1 5.0 0.7 94.3

A1 578 80.6 15.6 3.3 0.5 96.2

A2 392 74.5 23.0 1.5 1.0 97.4

B1 117 69.2 21.4 8.5 0.9 90.6

B2 77 62.3 19.5 18.2 - 81.8

C 66 57.6 22.7 18.2 1.5 80.3

オンラインのみ 567 71.8 20.6 7.2 0.4 92.4

ハイブリッド計 477 74.8 19.9 4.0 1.3 94.8

｜ハイブリッド（教室で参加） 254 71.3 24.8 3.1 0.8 96.1

｜ハイブリッド（オンラインで参加） 223 78.9 14.3 4.9 1.8 93.3

オンデマンド 154 87.7 12.3 - - 100.0

ハイフレックス計 32 81.3 12.5 3.1 3.1 93.8

｜ハイフレックス（教室で参加） 26 80.8 11.5 3.8 3.8 92.3

｜ハイフレックス（オンラインで参加） 6 83.3 16.7 - - 100.0

進学 821 73.2 21.6 4.4 0.9 94.8

就職 151 91.4 6.6 2.0 - 98.0

一般 258 72.1 18.6 8.5 0.8 90.7

n=30以上について、全体より■＋10ポイント、■+5ポイント、■-5ポイント、■-10ポイント

レベル

スタイル

目的

94.3

＊

高まった計

75.2 19.1 5.0

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

高まった 少し高まった 変わらない 高まらなかった

全体（n=1230）

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



1. 学習者へのアンケート ② アンケート結果 2

77

オンライン日本語教育プログラムを受けて日本語能力が向上したか。

話す（やりとり） 96.1

話す（発表） 94.6

聞く 95.5

読む 91.2

書く 83.3

日本事情・日本理解 65.0

＊

向上した計

62.8

61.1

65.6

64.1

56.9

45.4

33.3

33.4

29.9

27.1

26.4

19.5

1.1

2.2

2.7

5.0

6.4

1.5

2.8

3.3

1.8

3.8

10.2

33.6

0% 25% 50% 75% 100%

向上した やや向上した 変わらない 分からない

 オンライン日本語教育プログラムを受けて日本語能力が「向上した」と回答したのは、【話す（やりとり）】【話す（発表）】【聞く】【読む】がそれぞれ60％を超え、「や
や向上した」を加えた「向上した計」では90％を超える。

【書く】（56.9％）【日本事情・日本理解】（45.4％）は「向上した」は60％には満たなかった。（「分らない」には「受講していない」方も含まれることに留意）

全体（n=1230）

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



1. 学習者へのアンケート ② アンケート結果 2

78

オンライン日本語教育プログラムを受けて日本語能力が向上したか。

 【話す（やりとり）】 スタイルでは、「向上した」をみると、オンデマンドが全体と比較して高い、レベルではCで低い。
 【話す（発表）】 話す（やりとり）と同様の傾向がみられる。
以下、データは次ページ参照

 【聞く】 目的では就職で「向上した」が全体と比較して高い。
 【読む】 レベルではB2、Cで、「向上した計」が全体と比較して低い。スタイルでは、オンデマンドとハイフレックス計で「向上した」が全体より高めとなっている。
 【書く】 レベルではB2、Cで「向上した計」が低い。スタイルでは、ハイブリッド、オンデマンドで「向上した」が全体より高い。
 【日本事情・日本理解】 レベルではB1、B2、Cで「向上した」、「やや向上した」を加えた「向上した計」で全体より高い。スタイルでは、オンラインのみが「向上した計」

が全体と比較して高く、逆に、ハイブリッド計、オンデマンドで低くなっている。

 全ての言語活動において、就職目的で「向上した」が全体と比較して高い。

n

向上した やや向上し

た

変わらない 分からない ＊

向上した計 n

向上した やや向上し

た

変わらない 分からない ＊

向上した計

【話す（やりとり）】 【話す（発表）】

  全  体 1230 62.8 33.3 1.1 2.8 96.1 1230 61.1 33.4 2.2 3.3 94.6

A1 578 67.3 28.9 0.9 2.9 96.2 578 61.6 32.4 1.4 4.7 93.9

A2 392 59.9 38.0 0.8 1.3 98.0 392 62.8 33.9 1.3 2.0 96.7

B1 117 63.2 34.2 - 2.6 97.4 117 64.1 33.3 1.7 0.9 97.4

B2 77 53.2 40.3 3.9 2.6 93.5 77 53.2 39.0 7.8 - 92.2

C 66 51.5 33.3 3.0 12.1 84.8 66 51.5 33.3 9.1 6.1 84.8

オンラインのみ 567 57.5 37.9 1.2 3.4 95.4 567 58.2 35.3 3.0 3.5 93.5

ハイブリッド計 477 65.2 30.4 1.3 3.1 95.6 477 62.3 32.9 2.1 2.7 95.2

｜ハイブリッド（教室で参加） 254 65.7 33.5 0.4 0.4 99.2 254 61.4 37.4 0.4 0.8 98.8

｜ハイブリッド（オンラインで参加） 223 64.6 26.9 2.2 6.3 91.5 223 63.2 27.8 4.0 4.9 91.0

オンデマンド 154 76.0 24.0 - - 100.0 154 68.8 27.3 - 3.9 96.1

ハイフレックス計 32 59.4 37.5 - 3.1 96.9 32 59.4 37.5 - 3.1 96.9

｜ハイフレックス（教室で参加） 26 57.7 42.3 - - 100.0 26 57.7 42.3 - - 100.0

｜ハイフレックス（オンラインで参加） 6 66.7 16.7 - 16.7 83.3 6 66.7 16.7 - 16.7 83.3

進学 821 59.1 36.9 0.9 3.2 96.0 821 60.0 35.3 1.7 2.9 95.4

就職 151 82.1 15.9 0.7 1.3 98.0 151 79.5 17.2 2.0 1.3 96.7

一般 258 63.6 31.8 1.9 2.7 95.3 258 53.9 36.8 3.9 5.4 90.7
n=30以上について、全体より■＋10ポイント、■+5ポイント、■-5ポイント、■-10ポイント

レベル

スタイル

目的

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



1. 学習者へのアンケート ② アンケート結果 2

79

オンライン日本語教育プログラムを受けて日本語能力が向上したか。

n

向上した やや向上し

た

変わらない 分からない ＊

向上した計 n

向上した やや向上し

た

変わらない 分からない ＊

向上した計

【聞く】 【読む】

  全  体 1230 65.6 29.9 2.7 1.8 95.5 1230 64.1 27.1 5.0 3.8 91.2

A1 578 64.9 30.8 2.8 1.6 95.7 578 65.6 25.8 3.8 4.8 91.3

A2 392 66.8 29.1 1.5 2.6 95.9 392 67.1 26.3 3.8 2.8 93.4

B1 117 68.4 29.1 2.6 - 97.4 117 66.7 26.5 5.1 1.7 93.2

B2 77 63.6 28.6 7.8 - 92.2 77 41.6 41.6 14.3 2.6 83.1

C 66 62.1 30.3 3.0 4.5 92.4 66 56.1 27.3 10.6 6.1 83.3

オンラインのみ 567 62.8 31.6 3.0 2.6 94.4 567 59.6 29.3 6.2 4.9 88.9

ハイブリッド計 477 68.1 27.9 2.5 1.5 96.0 477 66.7 24.7 4.8 3.8 91.4

｜ハイブリッド（教室で参加） 254 66.9 30.3 2.0 0.8 97.2 254 68.1 26.4 3.5 2.0 94.5

｜ハイブリッド（オンラインで参加） 223 69.5 25.1 3.1 2.2 94.6 223 65.0 22.9 6.3 5.8 87.9

オンデマンド 154 68.2 29.2 2.6 - 97.4 154 74.0 24.0 1.3 0.6 98.1

ハイフレックス計 32 65.6 34.4 - - 100.0 32 59.4 37.5 3.1 - 96.9

｜ハイフレックス（教室で参加） 26 65.4 34.6 - - 100.0 26 53.8 42.3 3.8 - 96.2

｜ハイフレックス（オンラインで参加） 6 66.7 33.3 - - 100.0 6 83.3 16.7 - - 100.0

進学 821 63.3 32.4 2.2 2.1 95.7 821 62.0 28.9 5.1 4.0 90.9

就職 151 82.8 15.2 1.3 0.7 98.0 151 78.1 15.9 4.6 1.3 94.0

一般 258 62.8 30.6 5.0 1.6 93.4 258 62.8 27.9 4.7 4.7 90.7

【書く】 【日本事情・日本理解】

  全  体 1230 56.9 26.4 6.4 10.2 83.3 1230 45.4 19.5 1.5 33.6 65.0

A1 578 60.6 23.0 6.2 10.2 83.6 578 40.8 20.1 1.0 38.1 60.9

A2 392 60.7 26.0 5.6 7.7 86.7 392 42.1 16.8 2.0 39.0 58.9

B1 117 52.1 33.3 6.8 7.7 85.5 117 58.1 23.1 1.7 17.1 81.2

B2 77 23.4 48.1 9.1 19.5 71.4 77 64.9 24.7 2.6 7.8 89.6

C 66 50.0 21.2 9.1 19.7 71.2 66 60.6 18.2 - 21.2 78.8

オンラインのみ 567 46.2 30.5 8.1 15.2 76.7 567 55.0 24.7 1.2 19.0 79.7

ハイブリッド計 477 65.8 22.2 4.8 7.1 88.1 477 37.1 14.7 1.9 46.3 51.8

｜ハイブリッド（教室で参加） 254 68.1 24.8 3.1 3.9 92.9 254 28.0 15.7 1.6 54.7 43.7

｜ハイブリッド（オンラインで参加） 223 63.2 19.3 6.7 10.8 82.5 223 47.5 13.5 2.2 36.8 61.0

オンデマンド 154 70.1 24.0 3.2 2.6 94.2 154 38.3 11.7 1.3 48.7 50.0

ハイフレックス計 32 50.0 28.1 15.6 6.3 78.1 32 34.4 37.5 - 28.1 71.9

｜ハイフレックス（教室で参加） 26 42.3 30.8 19.2 7.7 73.1 26 34.6 38.5 - 26.9 73.1

｜ハイフレックス（オンラインで参加） 6 83.3 16.7 - - 100.0 6 33.3 33.3 - 33.3 66.7

進学 821 56.8 26.4 6.5 10.4 83.2 821 41.0 20.6 1.6 36.8 61.6

就職 151 72.8 13.9 5.3 7.9 86.8 151 61.6 10.6 0.7 27.2 72.2

一般 258 48.1 33.7 7.0 11.2 81.8 258 50.0 21.3 1.6 27.1 71.3

n=30以上について、全体より■＋10ポイント、■+5ポイント、■-5ポイント、■-10ポイント

レベル

スタイル

目的

レベル

スタイル

目的

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



1. 学習者へのアンケート ② アンケート結果 3

80

継続してオンライン日本語教育プログラムを受講してみたいか。

n

ぜひ続けたい 続けてみたい 続けたくない 対面のほうがい

い

＊

続けたい+続け

てみたい計

  全  体 1230 57.0 29.3 1.4 12.4 86.3

A1 578 55.7 31.3 1.4 11.6 87.0

A2 392 57.1 27.8 0.5 14.5 84.9

B1 117 68.4 24.8 0.9 6.0 93.2

B2 77 51.9 24.7 5.2 18.2 76.6

C 66 53.0 33.3 3.0 10.6 86.4

オンラインのみ 567 62.8 26.3 1.4 9.5 89.1

ハイブリッド計 477 49.3 34.8 1.7 14.3 84.1

｜ハイブリッド（教室で参加） 254 36.6 46.9 1.2 15.4 83.5

｜ハイブリッド（オンラインで参加） 223 63.7 21.1 2.2 13.0 84.8

オンデマンド 154 61.7 24.0 - 14.3 85.7

ハイフレックス計 32 46.9 25.0 3.1 25.0 71.9

｜ハイフレックス（教室で参加） 26 46.2 19.2 3.8 30.8 65.4

｜ハイフレックス（オンラインで参加） 6 50.0 50.0 - - 100.0

進学 821 51.9 33.9 1.5 12.8 85.7

就職 151 79.5 13.9 - 6.6 93.4

一般 258 60.1 23.6 1.9 14.3 83.7

n=30以上について、全体より■＋10ポイント、■+5ポイント、■-5ポイント、■-10ポイント

＊

続けたい+続

けてみたい計

レベル

スタイル

目的

86.357.0 29.3 1.4

12.4

0% 25% 50% 75% 100%

ぜひ続けたい 続けてみたい 続けたくない 対面のほうがいい

 オンライン日本語教育プログラムの継続受講意向は「ぜひ続けたい」が57.0％、「続けてみたい」を加えると86.3％と90％近い。
• レベルではB1で「ぜひ続けたい」が全体比較して高い。
• スタイルではハイブリッド（教室で参加）が「ぜひ続けたい」が全体より低く「続けてみたい」が高い。ハイフレックス計で「対面のほうがいい」が全体より高い。
• 目的では就職で「ぜひ続けたい」が全体と比較して高くなっている。

全体（n=1230）

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



1. 学習者へのアンケート ② アンケート結果 4

81

継続して日本語を勉強したいと思うか。

n

ぜひ続けたい 続けると思う 続けたくない 分からない ＊

続けたい＋続

けると思う計

  全  体 1230 83.4 15.2 0.2 1.2 98.6

A1 578 84.4 14.2 0.2 1.2 98.6

A2 392 83.7 15.6 - 0.8 99.2

B1 117 86.3 13.7 - - 100.0

B2 77 80.5 19.5 - - 100.0

C 66 71.2 19.7 1.5 7.6 90.9

オンラインのみ 567 83.6 15.9 0.2 0.4 99.5

ハイブリッド計 477 82.2 15.5 0.2 2.1 97.7

｜ハイブリッド（教室で参加） 254 80.3 17.7 - 2.0 98.0

｜ハイブリッド（オンラインで参加） 223 84.3 13.0 0.4 2.2 97.3

オンデマンド 154 85.7 13.6 - 0.6 99.4

ハイフレックス計 32 87.5 6.3 - 6.3 93.8

｜ハイフレックス（教室で参加） 26 84.6 7.7 - 7.7 92.3

｜ハイフレックス（オンラインで参加） 6 100.0 - - - 100.0

進学 821 82.2 17.1 0.1 0.6 99.3

就職 151 93.4 5.3 - 1.3 98.7

一般 258 81.4 15.1 0.4 3.1 96.5

n=30以上について、全体より■＋10ポイント、■+5ポイント、■-5ポイント、■-10ポイント

＊

続けたい＋続

けると思う計

レベル

スタイル

目的

98.683.4 15.2 0.2

1.2

0% 25% 50% 75% 100%

ぜひ続けたい 続けると思う 続けたくない 分からない

全体（n=1230）

 継続した日本語の勉強意向は「ぜひ続けたい」が83.4％、「続けると思う」を加えると98.6％と100％近い。
• レベルではCで「ぜひ続けたい」が全体比較して低い。
• 目的では就職で「ぜひ続けたい」が全体と比較して高くなっている。

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



2. 日本語教師へのアンケート ① アンケート票

82

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



n

非常に向上し

た

やや向上した 向上しなかった 分からない ＊

向上した計

  全  体 217 24.0 68.7 1.8 5.5 92.6

オンラインのみ 123 29.3 61.0 1.6 8.1 90.2

ハイブリッド 52 7.7 84.6 3.8 3.8 92.3

オンデマンド 38 31.6 68.4 - - 100.0

ハイフレックス 4 - 100.0 - - 100.0

A1 86 16.3 76.7 2.3 4.7 93.0

A2 61 27.9 62.3 1.6 8.2 90.2

B1 32 43.8 50.0 - 6.3 93.8

B2 23 21.7 73.9 - 4.3 95.7

C 15 13.3 80.0 6.7 - 93.3

進学 124 29.8 62.1 0.8 7.3 91.9

就職 24 16.7 70.8 8.3 4.2 87.5

一般 69 15.9 79.7 1.4 2.9 95.7

n=30以上について、全体より■＋10ポイント、■+5ポイント、■-5ポイント、■-10ポイント

＊

向上した計

92.6

スタイル

レベル

目的

24.0 68.7 1.8

5.5

0% 25% 50% 75% 100%

非常に向上した やや向上した 向上しなかった 分からない

2. 日本語教師へのアンケート ② アンケート結果 1

83

本事業を通じて、日本語の教授能力・スキルが向上したか。

 日本語の教授能力・スキル向上度は、全体で「非常に向上した」が24.0％、「やや向上した」68.7％。
• スタイルではオンラインのみ、オンデマンドで「非常に向上した」が全体と比較して高く、ハイブリッドで「やや向上した」が高い。
• レベルではB1で「非常に向上した」が全体比較して高く、A1で「やや向上した」が高めとなっている。
• 目的では進学で「非常に向上した」が全体比較して高めとなっており、一般で「やや向上した」が高くなっている。

全体（n=217）

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



n

ぜひ取り組みたい まあ取り組みたい 取り組みたくない ＊

取り組みたい計

  全  体 217 71.4 27.6 0.9 99.1

オンラインのみ 123 74.0 25.2 0.8 99.2

ハイブリッド 52 59.6 38.5 1.9 98.1

オンデマンド 38 81.6 18.4 - 100.0

ハイフレックス 4 50.0 50.0 - 100.0

A1 86 66.3 32.6 1.2 98.8

A2 61 68.9 29.5 1.6 98.4

B1 32 78.1 21.9 - 100.0

B2 23 87.0 13.0 - 100.0

C 15 73.3 26.7 - 100.0

進学 124 69.4 29.0 1.6 98.4

就職 24 62.5 37.5 - 100.0

一般 69 78.3 21.7 - 100.0

n=30以上について、全体より■＋10ポイント、■+5ポイント、■-5ポイント、■-10ポイント

＊

取り組みたい

計

99.1

スタイル

レベル

目的

71.4 27.6 0.9

0% 25% 50% 75% 100%

ぜひ取り組みたい まあ取り組みたい 取り組みたくない

2. 日本語教師へのアンケート ② アンケート結果 2

84

今後もオンライン教育に取り組んでいきたいか。

 今後のオンライン教育の取り組み意向は、全体で「ぜひ取り組みたい」が71.4％、「まあ取り組みたい」を加えると99.1％で、100％近い。
• スタイルではオンデマンドで「ぜひ取り組みたい」が全体と比較して高く、ハイブリッドで「まあ取り組みたい」が高い。
• レベルではB1で「ぜひ取り組みたい」が全体比較してやや高く、A1で「まあ取り組みたい」がやや高い。
• 目的では一般で「ぜひ取り組みたい」が全体と比較してやや高い。

全体（n=217）

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



n

ぜひ取り組むべ

き

課題はあるが

取り組むべき

慎重にすべき 必要性を感じ

ない

＊

取り組むべき計

  全  体 217 52.5 43.3 3.2 0.9 95.9

オンラインのみ 123 53.7 42.3 2.4 1.6 95.9

ハイブリッド 52 32.7 59.6 7.7 - 92.3

オンデマンド 38 76.3 23.7 - - 100.0

ハイフレックス 4 50.0 50.0 - - 100.0

A1 86 53.5 39.5 4.7 2.3 93.0

A2 61 52.5 44.3 3.3 - 96.7

B1 32 50.0 46.9 3.1 - 96.9

B2 23 52.2 47.8 - - 100.0

C 15 53.3 46.7 - - 100.0

進学 124 52.4 42.7 3.2 1.6 95.2

就職 24 41.7 50.0 8.3 - 91.7

一般 69 56.5 42.0 1.4 - 98.6

n=30以上について、全体より■＋10ポイント、■+5ポイント、■-5ポイント、■-10ポイント

＊

取り組むべき

計

95.9

スタイル

レベル

目的

52.5 43.3 3.2

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

ぜひ取り組むべき 課題はあるが取り組むべき 慎重にすべき 必要性を感じない

2. 日本語教師へのアンケート ② アンケート結果 3

85

日本語教育機関が渡日前の日本語教育をオンラインで実施したり、通学が困難な学習者へのオンラインによる日本語教育機会の提供を
今後積極的に取り組むべきだと思うか。

 日本語教育機関が渡日前の日本語教育の取り組みについて、全体で「ぜひ取り組むべき」が52.5％、「課題はあるが取り組むべき」（43.3％）を加えると、95％
を超える。
• スタイルではオンデマンドで「ぜひ取り組むべき」が全体と比較して高く、ハイブリッドで「課題はあるが取り組むべき」が高くなっている。

全体（n=217）

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



3. 日本語教育機関へのアンケート ① アンケート票

86

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



3. 日本語教育機関へのアンケート ② アンケート結果 1

87

本事業を通じて、日本語教師の教授能力・スキルが向上したか。

 日本語教師の教授能力・スキルについて、全体で「非常に向上した」が33.3％、「やや向上した」（63.6％）を加えると、97％となる。
• 実施コース数や担当教師の人数が少ないほど、「非常に向上した」が全体と比較して高くなる。（サンプル数が少ないので留意）

n

非常に向上し

た

やや向上した 向上しなかった 分からない ＊

向上した計

  全  体 33 33.3 63.6 3.0 - 97.0

オンラインのみ 28 35.7 60.7 3.6 - 96.4

ハイブリッド 16 18.8 81.3 - - 100.0

オンデマンド 11 27.3 63.6 9.1 - 90.9

ハイフレックス 3 - 100.0 - - 100.0

1 ～5 コース 21 42.9 52.4 4.8 - 95.2

6 コース以上 12 16.7 83.3 - - 100.0

1 ～5 人 20 40.0 55.0 5.0 - 95.0

6 人以上 13 23.1 76.9 - - 100.0

スタイル、実施コース数、担当教師の人数別はn数が少ないため、参考値とする。

＊

向上した計

97.0

スタイル

（複数回答）

実施

コース数

担当教師の

人数

33.3 63.6 3.0

-

0% 25% 50% 75% 100%

非常に向上した やや向上した 向上しなかった 分からない

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



n

ぜひ取り組みたい まあ取り組みたい 取り組みたくない ＊

取り組みたい計

  全  体 33 75.8 24.2 - 100.0

オンラインのみ 28 71.4 28.6 - 100.0

ハイブリッド 16 81.3 18.8 - 100.0

オンデマンド 11 90.9 9.1 - 100.0

ハイフレックス 3 100.0 - - 100.0

1 ～5 コース 21 71.4 28.6 - 100.0

6 コース以上 12 83.3 16.7 - 100.0

1 ～5 人 20 70.0 30.0 - 100.0

6 人以上 13 84.6 15.4 - 100.0

スタイル、実施コース数、担当教師の人数別はn数が少ないため、参考値とする。

＊

取り組みたい

計

100.0

スタイル

（複数回答）

実施

コース数

担当教師の

人数

75.8 24.2 -

0% 25% 50% 75% 100%

ぜひ取り組みたい まあ取り組みたい 取り組みたくない

3. 日本語教育機関へのアンケート ② アンケート結果 2

88

今後もオンライン教育に取り組んでいきたいか。

 今後のオンライン教育への取り組み意向は、全体で「ぜひ取り組みたい」が75.8％、「まあ取り組みたい」（24.2％）を加えると、100％。
• 実施コース数や担当教師の人数が多いほど、「ぜひ取り組みたい」が全体と比較して高くなる。（サンプル数が少ないので留意）

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



n

ぜひ取り組んでいき

たい

課題はあるが取り

組んでいきたい

取り組む予定はな

い

＊

取り組んでいきたい

計

  全  体 33 48.5 48.5 3.0 97.0

オンラインのみ 28 53.6 42.9 3.6 96.4

ハイブリッド 16 50.0 43.8 6.3 93.8

オンデマンド 11 63.6 36.4 - 100.0

ハイフレックス 3 66.7 33.3 - 100.0

1 ～5 コース 21 38.1 61.9 - 100.0

6 コース以上 12 66.7 25.0 8.3 91.7

1 ～5 人 20 45.0 55.0 - 100.0

6 人以上 13 53.8 38.5 7.7 92.3

スタイル、実施コース数、担当教師の人数別はn数が少ないため、参考値とする。

＊

取り組んでい

きたい計

97.0

スタイル

（複数回答）

実施

コース数

担当教師の

人数

48.5 48.5 3.0

0% 25% 50% 75% 100%

ぜひ取り組んでいきたい 課題はあるが取り組んでいきたい 取り組む予定はない

3. 日本語教育機関へのアンケート ② アンケート結果 3

89

日本語教育機関が渡日前の日本語教育をオンラインで実施したり、通学が困難な学習者へのオンラインによる日本語教育機会の提供を
今後積極的に取り組んでいきたいと思うか。

 日本語教育機関の渡日前の今後の取り組み意向は、全体で「ぜひ取り組んでいきたい」が48.5％、「課題はあるが取り組んでいきたい」（48.5％）を加えると、
97％となる。
• 実施コース数や担当教師の人数が多いほど、「ぜひ取り組んでいきたい」が全体と比較して高くなる。（サンプル数が少ないので留意）

2-4. （公募事業）日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証事業 ③効果検証（アンケート調査の実施）



 オンライン日本語教育プログラムを通じ、学習者・日本語教師共に自身の日本語能力と教授能力の向上を実感されており、

「非常に向上した」「向上した」の向上した計は90％以上という高い回答結果が出ている。

本事業に参画した各日本語教育機関に試行錯誤しながら多種多様なオンライン授業を計画・実施していただけたことで、

両者ともに新たな学びの機会を得ることができ、能力の向上に繋がったと考えられる。

アンケート総括

90

■オンライン日本語教育プログラムは、学習者の日本留学の動機付けに有効である

 オンライン日本語教育プログラムを受けて、日本留学の動機が「高まった」「少し高まった」の高まった計は94.3%と非常に

高く、来日前に日本語学習と触れる機会を作れたことは、留学検討層に対する動機付けと意思決定の後押しに繋がった

と考えられる。

■オンライン日本語教育プログラムにより、学習者の日本語能力と日本語教師の
教授能力の向上に繋がった。

■学習者、日本語教師、日本語教育機関責任者と3者とも、オンライン日本語教育
の普及に前向きである。

 学習者、日本語教師、日本語教育機関責任者の3者共に総じて今後もオンラインでの日本語教育に積極的に取り組む

べきという前向きな回答であった。ただ、アンケートからも学習者側と日本語教育機関側のオンライン授業に求めるもの

（目的・スタイル等）の若干の相違や課題も見受けられたため、オンライン授業のメリットとデメリットを改めて整理し、

双方にとって最適なオンライン授業の形を考えていくことが、オンライン日本語教育の更なる普及に繋がっていくと考える。



④課題と分析

91



2-4. 日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証結果 ④ 課題と分析

92

課題 ●通信状態が良くない（会話のタイムラグ） /●コーラスが合わない

具体的内容

 一番大きな問題はインターネット回線によるタイムラグだった。時間差が生まれることにより、うまくコミュニケーションできない場面があった。

 動画やwebページ表示、パワーポイントなど複数の機能を使用すると教師のPCの性能によっては画面がフリーズすることがあった。学習者もそれぞれのネッ

ト環境によって音が聞こえにくかったり、フリーズしたりすることがあったが、これは仕方がない問題だと考える。

 1人ずつがオンラインで参加する形でスタートしましたが、Wi-Fi環境が悪く、全員でつながると落ちてしまう、画面が止まってしまう、音が聞こえなくなるなど

も問題が発生。

 音声などを流した際に微妙な時差が発生してしまったことです。ハイブリッドで授業で行っていましたので、コーラスの際にどうしてもズレが生じる。

 また、口頭ドリルでは、コーラスをした際、誰が発話していないか分かりにくかったため、一人一人を丁寧に見ることが出来なかった。

考察

（分析）

 インターネット環境の問題から、通信状態が良くないケースが散見されており、課題として最も多く挙げられている。

 動画やWebぺージの表示、パワーポイントなどツールを多用し、より受講生の理解促進に役立つ授業展開を実施されようとすると、インターネット回線に

負荷がかかり不具合が発生している。教師の思い通りの授業ができない障壁となっていると考えられる。

 また、音声で教師とタイムラグ発生することも、教師・受講生にとってストレスとなっている。

レベル - スタイル - 目的 - 言語活動 -



93

課題 ●生徒の理解度・定着度がわからない／生徒の細かい表情がわからない

具体的内容

 対面授業であれば、ひとりひとりの顔が見えて、学生の反応もよくわかり、それによって、こちらの指導を変えたりすることができるが、オンラインでは表情も

読み取りにくいため、難しいと感じた。

 対面授業では、同じ空間にいると相手の気持ち（例えば、「あまり理解できていないのではないか」とか「今の説明に納得していないのではないか」など）

が言葉以外からも感じることができるが、オンラインはそこが難しい。

 一番の違いは対面していたら分かる、相手の細かい表情が「オンライン授業」では分からず、どのくらい理解できているかを把握しづらい点である。担当教

師自身の今までの経験から特に初級の授業では、オンライン授業にいかに対面授業の要素を取り入れていくかがポイントだと考えるので、今回の授業で

も出来るだけ画面でお互いの顔を見て話す練習ができるようにした。場面の絵も文型を書いたカードも画面に写しながら説明をしたので分かりやすかったよ

うで、ノートにメモをしている学習者もいた。

考察

（分析）

 オンラインでは、受講生一人一人の表情や反応が教師にとって読み取りづらく、より受講生一人一人の理解度にあわせた指導が実践しにくい状況に

なっていることが窺える。

 オンライン授業にいかに対面授業の要素を取り入れていくかがポイントと考えられている。もしそのように授業をデザインするのであれば，①画面でお互い

の顔を見て話す練習、②場面の絵や文型を書いた画面を映しての説明、などは一定の効果があると考えられる。

レベル - スタイル - 目的 - 言語活動 -

2-4. 日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証結果 ④ 課題と分析
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課題 ●個別指導やフォロー、細かい指導がむずかしい

具体的内容

 対面とオンラインの違いは、かゆいところに手がとどかない違いだと思う。今後オンライン授業が期待されるが、オンラインツールが学習者側にも完璧でない

限り、かゆいところに届かない状態かと個人的に思う。日本の講師側はPC,タブレット２つ準備し、授業を進めているが、学習者側は、小さなスマホの画

面で授業を受けているのがほとんど。日本の政府や教育期間が学習者側のオンライン環境を整えていくことから優先的に行ったほうがよいかと思う。

 できない学生や理解が遅い学生がいたときに個別の指導が難しいということが大きい気がした。

 対面であれば学生との距離感を物理的に縮めることができるし、礼儀やマナーなどもその場で指導できるが、オンラインだとそれに気づきにくく指導すること

ができない。

考察

（分析）

 オンラインでは、受講生側のオンライン環境が小さいスマホ画面といったケースも多く、対面に比べると伝わる情報量がどうしても少なくなり、受講生一人

一人に対する細かい指導が難しいことが課題となっている。

レベル - スタイル - 目的 - 言語活動 -

2-4. 日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証結果 ④ 課題と分析
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課題 ●使用機器で学習の幅が制限される（スマホでは教材が見にくい）

具体的内容

 学生のデバイス状況によって、提出物のチェックができるレベルがかわってしまうため、同じクラスを受けていても到達できるレベルが違ってしまうのが残念。ま

た、学生自身にその差があることが分からないのも仕方ないことだと済ませずに、何か解決方法が見出せないか考えていきたい。

 改善すべきことは、やはり相手の使用機器による差を、どのように縮めるかだと思う。音割れや、小さいスマホを使って授業を受ける学習者も多く、こちらが

PowerPointなどで作った教材でも、見づらい場面もあった。

考察

（分析）

 受講生のデバイス環境によって、提出物での指導に差が出てしまい、受講生の理解度にも差が生じてしまうケースがある。

 受講生のデバイス環境による差を改善できる方策が必要だと考えられる。

レベル - スタイル - 目的 - 言語活動 -

2-4. 日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証結果 ④ 課題と分析
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課題 ●「書く」指導がむずかしい（文字の指導がしにくい）

具体的内容

 「自分でノートに書く」という作業ができない学生に対し、書くことを促したり、フォローしたりするのがむずかしい。

 ひらがな・カタカナの授業では学習者がどんな文字を書いているのかを見ながら指導していく必要があるが、今回のコースではオンライン参加者が30人を超

えそれをする術がなく、書くことに関してはかなり一方的な授業になってしまった。オンラインでは学習者が書いたものを授業後に提出させて教師がチェック

する必要がある。ひらがな・カタカナを学ぶのが初めてというレベルの学習者にはオンラインで成果を出すのはかなり難しく、オンラインだけでなくハイブリッド

授業となるとさらに難しさが増す。

考察

（分析）

 「書く」指導では、オンラインという授業形態や受講人数の多さなどが障壁となり、実際に受講生が書いた「字」や「文章」についての確認が難しいケース

がある。そういった場合は、一方的な授業になってしまいがちだが、どう相互に確認・指導できる環境を作れるかが改善のポイントとなる。

レベル - スタイル - 目的 - 言語活動 書く

2-4. 日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証結果 ④ 課題と分析
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課題 ●継続しない/授業の入退出がおこる

具体的内容

 学生のオンライン環境により、授業途中での入退出が頻繁になることもある。それがだんだんオンライン環境によるものだけでなく、学生自身も入退出に

抵抗がなくなり、教師が気づくといなくなっていることがある。

 参加申し込みをしたものの、授業参加が出来なかった学習者がいた。理由は様々だと思うが、オンライン授業参加者が、意欲、実力ともに高まったのに

対して、収穫が無かったのではないかと思う。「対面授業」というより、学校へ通い学ぶ環境があれば、参加せざるを得ない（登校せざるを得ない）ので、

嫌々ながら実力が上がるのだと思う。オンライン授業は、拘束力が弱いかもしれない。だから、本気で学ぼうとする学生には良いが、興味本位の学生は、

長続きしないのだと思う。参加しようとする意志が弱かった学生達も、次回、上手に参加できれば良いと思う。

考察

（分析）

 受講生のオンライン環境も助長している可能性や習熟意欲の低さなどから、受講生の入退出が頻繁になったり授業参加が疎かになるケースがみられ、

今後の改善点だと考えられる。

レベル A1 A2 スタイル オンデマンド 目的 一般 言語活動 -

2-4. 日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証結果 ④ 課題と分析
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課題 ●机間巡視できない/何をしてるかわからない

具体的内容

 やはり机間巡視ができなかったので、学習者一人一人のフォローがなかなかできないことである。近くに言って足場かけをすることも難しく、クラス全体の底

上げになかなかつながらなかった。

 机間巡視などができないことによる視界の狭さ

 本当の実力かどうか、手元が見えないため調べて答えているのか、判断が難しい。

 学習者の手元が見えないので、学習と関係ないことをしていてもわかりにくい。

 学生の顔だけしか見えないので、手元で何をしているかわからない

考察

（分析）

 オンラインで、机間巡視ができなかったり受講生の手元が見えないといった状況など、一人一人への丁寧な指導がしづらい実態があり、課題と考えられ

る。

レベル A1 A2 B1 B2 スタイル オンラインのみ 目的 進学/就職 言語活動 -

2-4. 日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証結果 ④ 課題と分析
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課題 ●動きが伝わりにくい（介護の場面）

具体的内容

 やはり、介護の場面を再現してロールプレイなどをやる場合は、動いてやりたい。それがオンラインでできなかったのは、残念だった。

 説明することが多いと感じる。歩行介助、食事介助等動いてやりたい。それがオンラインでできなかったのは、残念だった。

 介護用品の現物が母国の教室にないこと

考察

（分析）

 実際の職業場面を再現してロールプレイするケースなど、「動き」で伝える方が受講生にとってはより理解が進むと考えられるが、オンラインでは言葉で説明

することが多くなり、情報量が多くなり過ぎその割には理解促進に繋がらないなど、が課題と考えられる。

レベル A2 B1 スタイル オンラインのみ 目的 就職 言語活動 -

2-4. 日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証結果 ④ 課題と分析
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抽出の観点 ●指導側のICT機器の環境整備や人員の確保

具体的内容

 インターネット環境によって学習効率が大きく左右される点である。教師のICTへの知識の理解、またそれに合ったICT機器の準備等がまず必要である。ま

た対面でのクラス内では黒板やWBをすぐに使え、対面では直接身振り手振りも交えながら、伝えられた物が、オンライン環境ではほぼまず不可能である。

つまり教師として使えた当然の物理的な授業道具がオンラインでは使用できない。教室内では約50平方メートルで学習者の顔が見えつつWBも使え授

業を行えたものを、パソコン一台で行うのは不可能である。現時点でICT機器に関する補助等はなく、教師自身が個別に準備して対応している状況であ

り、オンライン事業をする上では、環境整備は必須である。また逆に学習者の環境整備も必須であり、これによって学習効率が下がることが非常に多かっ

た。

 今回、ハイブリッドの授業だったため講師を２人配置し、オンライン・対面ともに配慮し、授業を行った。他のクラスがない時期の授業だったのでそれができ

たが、クラスが重なった場合は二人の講師を配置するのは難しいと思う

考察

（分析）

 教師側のICT（情報通信技術）の知識や理解が不足していたり、ICT機器の準備が整っていなかったりする場合など、インターネット環境によって学習

指導効率が大きく左右されるといった課題があると考えられる。

 このような、教師側のICTの知識や理解促進やICT機器の準備などのサポートが、改善へ向けての重要な要素となる。

レベル A2 スタイル ハイブリッド 目的 進学/一般 言語活動 -

2-4. 日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証結果 ④ 課題と分析
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3-1.本事業における成果・課題

JaLSA及び日本語教育有識者で構成される外部評価委員会において、本事業の事業評価を行い、「成果」「課題」をとりまとめた。

成果② 来日前指導の可能性を広げた

成果③ 授業の内容や方法の可能性を広げた

本事業を通じて、学習者が来日前から日本語を学習する新たな機会を創出することができ、来日前の学習者との関係構築、

来日後も含めた学習者の学びの連続性の確認という点からも、学習者と日本語教師双方にとって新たな学びの機会となった。

また、教務にとっても学習者の募集段階から携れたことは、教務と事務との情報共有といった連携の面でも良い効果を生んだ。

日本語教師と日本語教育機関責任者を対象としたアンケートでも、来日前のオンラインによる日本語教育の機会提供の取組み意向についても、
「ぜひ取り組むべき」「課題はあるが取組むべき」合わせると95％を超え、オンライン化促進の必要性が窺える。

本事業は，教材選択やコースデザインなどについて比較的自由度が高かったため、日本語教育機関では、それぞれの現状を踏まえ，自由に

授業をデザインすることができた。

自主事業として用意した「オンライン教材」「動画教材」に限らず、個人作成の教材も活用しながら、授業内容に即してうまく教材を活用しようと
する取り組みがアンケート回答からも窺えた。また、アンケートから本事業で制作した動画教材も「日本語学習」「日本理解」における役立ち度と
して95％を超える高い評価を得ていることが分かり、効果的な授業のデザインに貢献できたと考える。

以上のように様々な教材を活用し、レベルや言語活動を整理し、オンライン授業のメリット・デメリットを体験したことで、教師自身も授業デザイン
を再考する機会となり、日本語教師向けのアンケ―トからも教授能力・スキルの向上にも繋がったという回答は90％を超えている。

成果① 「授業のオンライン化」促進に繋がった

本事業による費用面（人件費）と設備面（機材、教材等）の支援により、これまでオンライン授業自体に取り組めなかった学校にとっては、オ
ンライン授業を始める機会の創出になった。また、これまでオンライン授業に取り組んできた学校にとっては、オンライン授業促進の支援（さらなる
後押し）にもなり、多種多様なコースを計画・実施していくことで新しい授業方法などを考えるきっかけにもなった。

さらに、チームで一つの目標に向かって取り組むといった体制をとることにより，教師間でオンライン化について共通の認識を持つことができ，同時

に個々の教師の実践力の向上にもつながった。

アンケートにおいても、「継続してオンライン授業に取り組みたい」という回答が日本語教師で99.1％、日本語教育機関責任者で100％と、極

めて高い割合いで見られ，今後の継続した取組みが見込まれる。
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課題① オンライン授業を対面授業の代替ととらえる教育観からの脱却が必要

課題② 日本留学の意義についての発信と教師力の強化

「対面授業をそのままオンライン上に移行して実施すること」をもってオンライン授業と考える傾向が強く見られた。例えば、報告会などでも「ネット
環境の影響で時差が生じるためコーラスが難しい」「机間巡回が出来ないことで学習者の状況がよく見えない」「漢字の書き順指導が難しい」な
どオンライン授業の課題が多数挙げられた。こうした課題を解決するためには、対面授業とオンライン授業の違いを本質的に理解し、それぞれの

特徴を生かした授業デザインが求められる。

一方で、コーラスの在り方、漢字の書き順指導の在り方等、オンライン授業を実施することで出てきた教育上の課題を通して、これまで当然のこ
ととして実施されてきた授業方法の根本的な見直しを実施する好機ともなった。

日本留学を目指す人材の確保は、日本語教育業界全体の大きな課題である。その課題解決に向けては、「今なぜ日本語を学ぶことが必要
なのか」「日本に行って日本語を学ぶことの意義は何か」など、日本留学の意義や魅力が十分に理解されるような発信が重要である。その解
決策の一つとして、オンラインでのプレゼンテーションや授業実施が考えられる。しかし、現段階では、そうしたことが限定的に行われていることを
考えると、本事業を実施したことで見えてきた課題であり、今後、情報を共有しながら進めていくことが求められる。

また、こうした状況下、オンライン授業、対面授業に関わらず、教師の資質・能力のさらなる向上が求められることから、『日本語教育人材の養
成・研修の在り方』 （文化庁，2019）などの内容に基づく教師研修や勉強会などの実施が望まれる。

課題③ ハード面とソフト面でのサポートが必要

現状では、オンライン授業を実施するための環境整備は教師個人や日本語教育機関ごとの努力に委されているが、学校間の差も大きく個々
での対応には限界もある。アンケート結果から、日本語教師の90.7％は既にオンライン授業の経験があり、本事業を通してオンライン授業の経
験値は更に蓄積されたと考えられる。今後は教師と日本語教育機関がオンライン授業に積極的取り組んでいくためにもハード（通信環境など
のインフラ整備）とソフト面（著作権やICTなどの研修）の両方において、個人や機関を越えたサポート体制の構築が急務である。
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本事業で6団体が実証した事例や取り組み内容を、文化庁のホームページ等でオープンにみられるような仕組みを具体化してく必要がある。
色々と制限等はあると思うが、できるだけ広くかつ速やかに周知し、共有することにより今後のオンライン日本語教育の普及に役立つと考えられる。

また、本事業で実施した日本語教育機関協働のオンライン教育に関する研修会といった事例は、学校同士、ひいては日本語教育業界全体で
の知見の共有化と、オンライン日本語教育の更なる普及促進にも繋がり、日本語学校の存在意義も増すと考えられる。

提言① 実証事例や成果物および知見の共有

提言② 社会の現状に即した人材活用と人材育成プログラムの実施

現職日本語教師のオンライン日本語教育のスキル向上は勿論のこと、オンラインへの対応能力に優れたデジタルネイティブ世代の積極的な採
用と育成といった次の世代を育てていくことに業界全体として取り組んでいく必要があると考える。

タブレットやデジタルツールのさらなる活用等を考えると、教師の新たな発想や可能性が生かせる土壌を醸成していくことが重要である。そのため
には、さまざまな教師の特性を生かした教育実践が求められることから、更にきめ細やかな教師教育、教師研修が求められる。

さらに、教師力の向上という観点から、『日本語教育の参照枠』を適切に理解し実践できる教師の育成をめざした研修プログラムの開発と実行
が重要である。

提言③ 日本語学校業界全体の連携と他業種との協働

オンラインの普及により場所と時間による制限が緩和され、様々な課題もあるが日本語教育の可能性は大きく広がった。

今後はオンラインの特性とメリットを活かし、知見や技術、また改善への取組みを学校の垣根を越えて、団結・連携して取り組んでいくことが重要
である。更に本事業のように他業種の知見・技術の支援が加わることで、更なる普及と定着が目指せるのではないかと考えられる。

（日本語学校によっては、教師個人で通信機材を負担している場合もある。このような現状は、決して好ましいものではない。）

成果・課題を踏まえ、オンライン日本語教育の更なる普及のためには、オンライン授業を前提とした
授業デザインを検討し実施していくことが必要である。そのための提言は以下の通りである。


